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主な内容　p2-3新年度予算の概要、p4親善大使海外派遣募集、
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p9パスポートの申請・交付場所が市役所に　など

表紙　今年もサーモンアームから
使節団が。初めての着物とお茶に
ちょっと戸惑いがち（関連記事p4）
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稲
敷
市
予
算
の
概
要

平
成
21
年
度
の
一
般
会
計
と
、

12
の
特
別
会
計
、
公
営
企
業
会

計
の
合
計
総
額
は
３
１
０
億
２

５
５
万
円
で
、
前
年
度
に
対
し

て
10
億
７
３
７
７
万
円（
３
・
６

％
）の
増
と
な
り
ま
す
。

　
内
訳
と
し
ま
し
て
は
、
一
般

会
計
で
は
前
年
度
比
９
億
４
９

０
０
万
円
（
５
・
６
％
）
の
増
で

す
。主
な
要
因
と
し
て
、
合
併

特
例
事
業
の
庁
舎
建
設
事
業
と

合
併
市
町
村
幹
線
道
路
緊
急
整

備
事
業
（
沼
田
西
町
線
）、
幼
保

一
元
化
施
設
整
備
事
業
の
事
業

費
の
拡
大
、
ま
ち
づ
く
り
交
付

金
事
業
の
リ
バ
ー
サ
イ
ド
公
園
、

和
田
公
園
整
備
事
業
の
改
修
工

事
な
ど
で
す
。

　
ま
た
、
特
別
会
計
全
体
を
見

て
み
る
と
、
前
年
度
比
３
億
９

０
７
４
万
円
（
３
・
５
％
）
の
増

で
、
主
に
国
民
健
康
保
険
、
公

共
下
水
道
事
業
、
介
護
保
険
特

別
会
計
が
要
因
で
す
。国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
で
は
健
康
保

険
法
の
改
正
で
、
公
共
下
水
道

事
業
特
別
会
計
で
は
東
地
区
終

末
処
理
施
設
増
設
工
事
、
介
護

保
険
特
別
会
計
で
は
、
サ
ー
ビ

ス
利
用
者
の
増
加
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

一
般
会
計
予
算
の
概
要

市
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な

る
総
合
計
画
に
示
さ
れ
た
将
来

像
の
「
み
ん
な
が
住
み
た
い
素

敵
な
ま
ち
」。現
在
の
社
会
情

勢
な
ど
を
考
え
な
が
ら
、
各
事

業
の
緊
急
性
や
優
先
度
を
考
慮

し
て
、
こ
の
総
合
計
画
の
実
現

に
向
け
て
の
予
算
配
分
と
な
り

ま
し
た
。

　
今
年
度
か
ら
始
ま
る
主
な
事

業
（
１
千
万
円
以
上
）
は
次
の
通

り
で
す
。

▽
収
納
代
行
業
務
委
託
事
業

（
コ
ン
ビ
ニ
収
納
）

▽
認
定
子
ど
も
園
運
営
費

▽
上
根
本
地
区
農
道
整
備
事
業

▽
江
戸
崎
ま
ち
交
セ
ン
タ
ー
事

業（
え
ど
さ
き
笑
遊
館
改
修
設
計
）

▽
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
策

定
事
業

▽
江
戸
崎
ま
ち
交
公
園
整
備
事

業
（
リ
バ
ー
サ
イ
ド
公
園
整
備
工

事
着
手
）

▽
桜
川
ま
ち
交
公
園
整
備
事
業

（
和
田
公
園
整
備
工
事
着
手
）

▽
学
校
等
適
正
配
置
計
画
事
業

（
統
合
小
学
校
基
本
設
計
）

▽
江
戸
崎
公
民
館
施
設
改
修
事

業

平成21年度予算の概要　総額310億255万円

▽
あ
ず
ま
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

駐
車
場
整
備
事
業

▽
江
戸
崎
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理

業
務
委
託
事
業（
９
月
か
ら
）

▪
一
般
会
計
歳
入

市
税　
景
気
の
後
退
や
評
価
替

え
が
要
因
と
な
り
、
法
人
税
、

固
定
資
産
税
の
減
収
に
よ
り
前

年
度
比
１
億
９
０
７
８
万
円

（
３
・
６
％
）
減
の
51
億
７
５
５

７
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

地
方
交
付
税　
地
方
財
政
計
画

に
お
け
る
交
付
税
総
額
の
増
に

よ
り
、
前
年
度
比
８
０
０
０
万

円（
１
・
７
％
）増
の
49
億
２
０
０

０
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

国
県
支
出
金　
国
庫
支
出
金
は

障
害
者
自
立
支
援
給
付
費
負
担

金
や
地
方
道
路
交
付
金
な
ど
が

増
額
要
因
と
な
り
前
年
度
比
５

１
５
３
万
円（
４
・
９
％
）増
の
10

億
９
５
０
６
万
円
を
計
上
し
ま

し
た
。

　
県
支
出
金
は
障
害
者
自
立
支

援
給
付
費
負
担
金
、
後
期
高
齢

者
医
療
給
付
費
負
担
金
、
衆
議

院
議
員
・
県
知
事
選
挙
費
委
託

金
な
ど
の
増
額
要
因
に
よ
り
、

前
年
度
比
８
３
５
１
万
円（
９
・

８
％
）
増
の
９
億
３
７
８
４
万

円
を
計
上
し
ま
し
た
。

繰入金：10億2,457万円

その他：9億4,511万円
一般会計歳入
178億400万円

自主財源
40.7％

市税：51億7,557万円

依存財源
59.3％

29.1％

5.8％
諸収入：5億2,194万円
繰越金：2億円

地方交付税：49億2,000万円

市債：22億1,780万円

国庫支出金：10億9,506万円

地方譲与税：4億3,800万円

県支出金：9億3,784万円

分担金及び負担金、使用料及び手
数料、財産収入、寄付金

地方消費税交付金、ゴルフ場利用税交付金、
自動車取得税交付金、地方特例交付金、株式
等譲渡所得割交付金、利子割交付金、交通安
全対策特別交付金、配当割交付金

その他：3億2,807万円

平成21年度予算総額は、310億255万円。厳しい経済状況が続き税収なども減少が見
込まれている中、本年度は集中改革プランの確実な取り組みと、総合計画の主要事業の
実施に向けての積極的な予算編成です。同時に義務的経費を除く経常経費については、
極力歳出削減を図っています。（金額は1万円未満切り捨てのため、積み上げと合計が一致しま
せん。また、構成比の合計は表示単位未満の四捨五入の関係で、必ずしも100％になりません）

「みんなが住みたい素敵なまち」を目指して

27.6％

12.5％

6.2％

5.3％

2.5％5.3％

2.9％

1.1％
1.8％



3　広報稲敷平成21年5月号

会計別予算額
一般会計	 178億400万円	（5.6％）
特別会計
国民健康保険	 55億4,591万円	（8.0％）
老人保健	 3,528万円	（-91.6%）
公平委員会	 24万円	（9.3%）
農業集落排水事業	 5億220万円	（0.5%）
公共下水道事業	 22億647万円	（8.2%）
介護保険	 24億7,838万円	（5.8%）
浮島財産区　	 127万円	（-5.6%）
古渡財産区	 370万円	（2.5%）
基幹水利施設管理事業	 1億1,738万円	（7.1%）
後期高齢者医療	 7億9,258万円	（7.0％）
企業会計
水道事業	 15億644万円	（-15.0%）
工業用水道事業	 866万円	（0.2%）
合計	 310億255万円	（3.6%）
※（　％）は前年度比較

議会費、商工費、諸支出金、災害復旧費、予備費

民生費：46億6,202万円

教育費：28億8,081万円

総務費：23億6,093万円

26.2％

16.2％

土木費：23億7,663万円

衛生費：15億4,591万円

公債費：14億7,999万円

農林水産業費：11億3,554万円

消防費：9億2,737万円

その他：4億3,477万円
一般会計歳出
178億400万円

その他：2億2,116万円1.2％

一般会計性質別歳出予算　178億400万円

義務的経費：74億8695万円
（人件費、扶助費、公債費）

物件費：
24億4,086万円

補助費等：
28億5,360万円

繰出金：24億7,928万円

42.1％ 13.7％ 16.0％ 13.9％ 　13.0％

投資的経費：
23億2,213万円

問い合わせ　稲敷市財政課（江戸崎庁舎）
　　　　　　☎029-892-2000（内線2800）

繰
入
金　
財
政
調
整
基
金
、
減

債
基
金
、
下
水
道
事
業
基
金
、

公
共
公
用
施
設
整
備
基
金
の
増

な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
比
１
億

８
０
２
１
万
円
（
21
・
３
％
）
増

の
10
億
２
４
５
７
万
円
を
計
上

し
ま
し
た
。

市
債　
合
併
特
例
事
業
債
や
臨

時
財
政
対
策
債
の
要
因
と
な
り

前
年
度
比
８
億
８
１
８
０
万
円

（
66
・
０
％
）
増
の
22
億
１
７
８

０
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

▪
一
般
会
計
歳
出

歳
出
総
額
に
占
め
る
割
合
は
前

年
度
同
様
に
民
生
費
が
46
億
６

２
０
２
万
円
（
26
・
２
％
）
と
最

も
多
く
、
次
い
で
教
育
費
28
億

８
０
８
１
万
円（
16
・
２
％
）、土

木
費
23
億
７
６
６
３
万
円（
13
・

４
％
）、
総
務
費
23
億
６
０
９
３

万
円（
13
・
３
％
）の
順
で
す
。

　
前
年
度
と
比
較
し
て
伸
び
た

費
目
は
、
総
務
費
が
庁
舎
建
設

事
業
、
選
挙
執
行
経
費
の
増
な

ど
に
よ
り
１
億
６
６
１
万
円

（
４
・
７
％
）の
増
、民
生
費
で
は

法
改
正
に
伴
う
福
祉
サ
ー
ビ
ス

事
業
費
や
医
療
給
付
費
の
伸
び

に
よ
る
特
別
会
計
繰
出
金
の
増

な
ど
に
よ
り
２
億
５
１
８
６
万

円
（
５
・
７
％
）
の
増
、
土
木
費

で
合
併
市
町
村
幹
線
道
路
緊
急

整
備
事
業
、
ま
ち
づ
く
り
交
付

金
公
園
整
備
事
業
の
増
な
ど
に

よ
り
３
億
７
６
１
１
万
円（
18
・

８
％
）の
増
、教
育
費
で
は
幼
保

一
元
化
施
設
整
備
事
業
費
と
、

江
戸
崎
公
民
館
改
修
事
業
・
あ

ず
ま
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
駐
車

場
整
備
事
業
が
要
因
と
な
り
２

億
９
２
０
７
万
円
（
11
・
３
％
）

の
増
で
す
。

　
一
方
減
少
し
た
費
目
は
、
衛

生
費
が
水
道
事
業
会
計
へ
の
新

設
配
水
管
敷
設
工
事
出
資
金
の

減
、
成
人
保
健
事
業
の
特
定
検

診
委
託
料
の
特
別
会
計
へ
の
予

算
計
上
な
ど
に
よ
り
１
億
１
３

７
１
万
円（
６
・
９
％
）の
減
、商

工
費
で
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事

業
の
え
ど
さ
き
笑
遊
館
取
得
費

の
減
に
よ
り
１
９
２
６
万
円

（
12
・
２
％
）の
減
で
す
。

13.4％

13.3％

8.7％

8.3％

6.4％
5.2％
2.4％

詳細につきましては、稲敷市ホームページを
ご覧ください
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思
い
出
に
残
る
貴
重
な
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

今
年
も
カ
ナ
ダ
・
サ
ー
モ
ン
ア
ー
ム
へ
中
・
高
生
を
派
遣

３月24日から31日の8日間にわたり、姉妹都市であるサーモ
ンアーム市より25人（大人5人、中高生20人）の使節団が稲敷市
を訪問しました。それぞれが市内のお宅にホームステイし、市
内を見学するなど、日本の文化に触れながら友好を深めました。
　今回、ホストファミリーとして23家族の方々が受け入れに
協力していただきました。
　ご協力ありがとうございました。　

今
年
の
夏
、
稲
敷
市
で
は
第
５

回
親
善
大
使
海
外
派
遣
事
業
と

し
て
、
姉
妹
都
市
カ
ナ
ダ
・
サ

ー
モ
ン
ア
ー
ム
市
へ
中
学
生
・

高
校
生
を
派
遣
し
ま
す
。

　
一
週
間
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
生

活
を
通
じ
、
カ
ナ
ダ
の
大
自
然

の
中
で
貴
重
な
海
外
で
の
家
庭

生
活
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
。こ
の
チ
ャ
ン
ス
に
ぜ
ひ
カ

ナ
ダ
へ
！
き
っ
と
忘
れ
ら
れ
な

い
貴
重
な
感
動
が
待
っ
て
い
ま

す
！

派
遣
期
間
：
８
月
17
日（
月
）〜

27
日（
木
）

募
集
人
員
：
20
人
（
市
内
在
住

の
中
・
高
生
）

※
応
募
者
が
10
人
未
満
の
場
合

は
中
止
と
な
り
ま
す
。

募
集
期
間
：
５
月
７
日（
木
）〜

29
日（
金
）※
土
日
、
祝
日
を
除

く
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
5
時 

（
応
募
書
類
配
布
も
同
様
）

応
募
資
格
：
稲
敷
市
在
住
の
中

学
生
・
高
校
生
で
あ
る
こ
と
。

／
心
身
が
健
康
で
、
協
調
性
に

富
み
、
規
律
あ
る
団
体
行
動
お

よ
び
生
活
が
で
き
る
方
。
／
帰

国
後
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
け
入
れ

な
ど
の
、
国
際
交
流
推
進
事
業

に
積
極
的
に
参
加
で
き
る
方
。

／
過
去
に
国
・
市
町
村
の
行
う

同
種
の
派
遣
事
業
へ
参
加
し
て

い
な
い
方
。

応
募
方
法
：
応
募
希
望
者
は
、

応
募
書
類
を
５
月
29
日
ま
で

に
、
稲
敷
市
企
画
課
ま
た
は
各

庁
舎
総
合
窓
口
課
ま
で
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

応
募
書
類
：
参
加
申
込
書
（
写

真
1
枚
添
付
）※
保
護
者
の
承
諾

が
必
要
で
す
。応
募
書
類
は
、

稲
敷
市
企
画
課
・
各
総
合
窓
口

課
・
市
内
各
中
学
校
に
用
意
し

て
あ
り
ま
す
。

派
遣
者
の
選
考
お
よ
び
決
定
：

選
考（
抽
選
の
場
合
あ
り
）後
、本

人
宛
に
通
知
し
ま
す
。

経
費
負
担
：
経
費
総
額
は
、
約

30
万
円
の
予
定
で
す
。た
だ
し
、

15
万
円
を
上
限
と
し
て
総
経
費

の
１
／
２
を
助
成
し
ま
す
。

※
パ
ス
ポ
ー
ト
取
得
に
要
す
る

費
用
（
約
1
万
円
）
と
小
遣
い
な

ど
個
人
的
費
用
は
参
加
者
負

担
。参
加
人
数
や
燃
油
特
別
付

加
運
賃
に
よ
り
経
費
負
担
額
の

変
更
あ
り
。

●
稲
敷
市
企
画
課
（
江
戸
崎
庁

舎
）
☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲

２
０
０
０（
内
線
２
６
０
５
）

	 派遣日程（予定）
８月17日	 成田からサーモンアームへ	 ホームステイ
　　18日〜23日	サーモンアーム滞在	 	 ホームステイ
　　24日	 バンフ市へバス移動	 	 市内観光
　　25日	 バンフ近郊観光	 	 	 コロンビア大氷原など
　　26日	 カルガリーからバンクーバーへ	 国内線から国際線へ乗換え
　　27日	 成田到着	

昨年のサーモンアーム派遣や今
年のホームステイの様子は市の
ホームページでご覧になれます。カナダからの親善使節団が来訪！
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職
員
人
事
異
動

　
４
月
１
日
付
、課
長
級
以
上

子（
東
総
合
窓
口
課
用
務
員
）、
清

原
き
ぬ
い
（
江
戸
崎
第
二
保
育
所

調
理
員
）、
坂
本
洋
子（
江
戸
崎
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員
）、吉
田

千
枝
子
（
東
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

調
理
員
）、
小
嶋
裕
子（
江
戸
崎
中

学
校
用
務
員
）、廣
瀬
知
代
子（
新

利
根
中
学
校
用
務
員
）、
高
城
太

一（
総
務
部
参
事
）

●
稲
敷
市
総
務
課
人
事
給
与
係

（
江
戸
崎
庁
舎
）　

☎
０
２
９
︲

８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内
線
２

２
１
０
）

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

江
戸
崎
地
区
＝
正
野
志
津

江　
☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２

１
６
５新

利
根
地
区
＝
池
田
信
正

☎
０
２
９
７
︲
８
７
︲
２
６
０

２
桜
川
地
区
＝
太
田
千
鶴
子

☎
０
２
９
︲
８
９
４
︲
２
１
０

５
東
地
区
＝
飯
塚
き
よ
子　
☎

０
２
９
９
︲
７
９
︲
２
２
６
０

●
総
務
省
茨
城
行
政
評
価
事
務

所
行
政
相
談
課　
☎
０
２
９
︲

２
２
１
︲
３
３
４
７
／
行
政
苦

情
１
１
０
番（
相
談
専
用
電
話
）

☎
０
５
７
０
︲
０
９
０
１
１
０

ホームページ http://chiyodalaw.jp/ 携帯はこちら・http://chiyodalaw.jp/i/
東京都千代田区四番町 4-8 野村ビル 4階（麹町駅徒歩 3分、市ヶ谷駅徒歩 5分）

0 1 2 0 - 3 7 3 - 2 0 7

ち よ だ 総 合 法 律 事 務 所
債務整理／破産／その他民事／刑事

クレジット・サラ金等でお困りの方　取り立てストップします

電 話 法 律 相 談
毎月の返済に行き詰まった方も
今はまだ返済できている方も
まずはお気軽にお電話を！

◆費用分割相談可◆
弁護士河嶋卓也（第二東京弁護士会）
弁護士岡部眞也（東京弁護士会）

理
子　
▽
社
会
福
祉
課
：
精
神

保
健
福
祉
士
＝
片
岡
奈
央
子　

▽
江
戸
崎
第
二
保
育
所
：
保
育

士
＝
桑
名
理
恵　
▽
桜
川
保
育

所
：
保
育
士
＝
遠
藤
千
春　
▽

新
利
根
幼
稚
園
：
教
諭
＝
廣
瀨

夏
樹　
▽
ゆ
た
か
幼
稚
園
：
教

諭
＝
根
本
絵
梨
子

退
職（
３
月
31
日
発
令
）

秦
野
光
吉
（
江
戸
崎
地
方
衛
生
土

木
組
合
事
務
局
長
）、
小
貫
吉
久

（
市
民
生
活
部
次
長
）、
村
田
一
男

（
東
総
合
窓
口
課
長
）、
山
崎
健
一

（
江
戸
崎
第
一
保
育
所
長
）、
坂
本

み
さ
を（
ゆ
た
か
幼
稚
園
長
）、
大

久
保
京
子
（
新
利
根
総
合
窓
口
課

長
補
佐
）、
竹
内
悦
子（
社
会
福
祉

課
長
補
佐
）、加
藤
て
る
よ（
江
戸

崎
第
一
保
育
所
主
任
保
育
士
）、
手

島
久
子
（
江
戸
崎
第
二
保
育
所
栄

養
士
）、
寺
﨑
君
之（
健
康
増
進
課

係
長
）、
山
﨑
洋
子（
江
戸
崎
公
民

館
係
長
）、
永
長
り
つ（
桜
川
公
民

館
社
会
教
育
係
長
）、
鳥
羽
光
男

（
秘
書
広
聴
課
運
転
手
）、
坂
本
秀

■
総
務
部

▽
東
総
合
窓
口
課
：
課
長
＝
根

本
滋（
い
こ
い
の
プ
ラ
ザ
所
長
）

■
保
健
福
祉
部

▽
い
こ
い
の
プ
ラ
ザ
：
所
長
＝

坂
本
和
美
（
第
二
保
育
所
長
）　

▽
江
戸
崎
第
二
保
育
所
、
江
戸

崎
第
一
保
育
所
（
兼
務
）
：
所

長
＝
秋
元
美
津
子（
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
所
長
）

■
産
業
建
設
部

▽
都
市
計
画
課
：
課
長
＝
川
上

俊
夫
（
企
画
課
企
業
誘
致
推
進
室

長
）

■
教
育
員
会

▽
み
の
り
幼
稚
園
：
園
長
＝
酒

井
恵
美
子（
同
教
頭
）

■
派
遣
等

▽
江
戸
崎
地
方
衛
生
土
木
組

合
：
事
務
局
長
＝
卯
月
好
男

（
都
市
計
画
課
長
）

新
規
採
用

▽
企
画
課
：
主
事
＝
岡
田
智
司

▽
江
戸
崎
総
合
窓
口
課
：
主
事

＝
大
塚
梨
可
、
主
事
＝
大
竹
真

５
月
18
日（
月
）か
ら
24
日（
日
）

ま
で
は
、
春
の
行
政
相
談
週
間

で
す
。毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、

「
わ
か
り
づ
ら
い
道
路
案
内
標

識
を
改
善
し
て
ほ
し
い
」、「
新

し
い
住
宅
地
に
郵
便
ポ
ス
ト
を

設
置
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
、
困

っ
て
い
る
こ
と
、
望
ん
で
い
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
そ
ん

な
時
は
左
記
の
行
政
相
談
委
員

春
の
行
政
相
談
週
間

　
困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
ご
相
談
く
だ
さ
い

訂
正

広
報
稲
敷
３
月
、
４
月
号
に
掲
載

し
ま
し
た
広
告
の
「
ち
よ
だ
総
合

法
律
事
務
所
」
の
電
話
番
号
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。お
詫
び
申
し

上
げ
、
訂
正
し
ま
す
。正
し
く
は
、

今
月
号
の
広
告
の
と
お
り
で
す
。

トピックス

江戸崎ひかりクリニック
　　

 

内科・小児科・皮膚科
診療時間 午前9：00から 12：00
　　　　 午後 2：00から  5：30
　　　　 日曜・祝日休診
江戸崎甲３５５７－１（郵便局隣）
☎029-834-5777 Fax029-834-5877
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トイレや水周りの工事はお任せください
稲敷市給排水設備指定工事店
スズキハウス販売代理店

根本住宅産業
稲敷市阿波崎 1568
TEL.0299-79-1543

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
の
助
成

　
国
保
と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
へ

市
で
は
国
民
健
康
保
険
と
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
の
被
保
険
者

の
方
に
、
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド

ッ
ク
の
受
診
料
金
の
助
成
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
病
気
や
障
害
の
早
期
発
見
や
、

将
来
、
病
気
を
招
く
可
能
性
や

傾
向
を
把
握
し
て
病
気
の
予
防

に
努
め
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

こ
の
機
会
に
ご
自
分
の
健
康
チ

ェ
ッ
ク
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
対
象
者
・
条
件

1
国
民
健
康
保
険
税
に
未
納
の

な
い
30
歳
以
上
の
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者

2
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に

未
納
の
な
い
後
期
高
齢
医
療
保

険
被
保
険
者

3
人
間
ド
ッ
ク
、
脳
ド
ッ
ク
、

併
診
ド
ッ
ク
の
い
ず
れ
か
（
２

年
続
け
て
の
脳
ド
ッ
ク
は
で
き
ま

せ
ん
）

4
市
の
集
団
検
診
な
ど
で
特
定

健
診
を
受
診
し
て
い
な
い
方

■
申
込
・
受
診
期
間

▽
申
込
期
間
：
平
成
22
年
２
月

26
日
ま
で　
▽
受
診
期
間
：
５

月
１
日
～
平
成
22
年
３
月
31
日

■
助
成
金
額

一
人
２
万
５
千
円（
後
日
、
市
よ

り
病
院
へ
支
払
い
）

■
申
込
方
法

保
険
証
、
印
鑑
、
特
定
健
康
診

査
受
診
券
（
40
歳
以
上
の
国
保
加

入
者
の
み
）を
持
参
し
、
各
庁
舎

総
合
窓
口
課
（
桜
川
庁
舎
は
保
険

課
）で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。審

査
後
、
保
険
課
よ
り
助
成
金
受

給
者
証
を
送
付
し
ま
す
。（
１
週

間
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。手
続
き
は

お
早
め
に
）

■
受
診
方
法

受
給
者
証
が
届
い
た
ら
、
ご
自

分
で
医
療
機
関（
表
）に
ご
予
約

く
だ
さ
い
。ま
た
、
予
約
に
は

受
給
者
証
の
受
給
者
証
番
号
が

必
要
で
す
。

　
受
診
当
日
は
受
給
者
証
お
よ

び
特
定
健
康
診
査
受
診
券
を
病

院
に
提
出
し
、
自
己
負
担
分
を

支
払
い
ま
す
。　
※
現
在
、
医

師
の
治
療
を
受
け
て
い
る
方
は

医
師
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。ま
た
、
妊
娠

中
の
方
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

●
稲
敷
市
保
険
課

（
桜
川
庁
舎
）　

☎
０

２
９
︲
８
９
２
︲
２

０
０
０　
国
民
健
康

保
険
係（
内
線
４
６
０

５
）
／
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
係
（
内
線

４
６
０
０
）

一族を守り土地に宿る神様

氏神様桧材・ひば材・ケヤキ材
でお造り致します

木匠工房　 埜口
kisyocobo      Noguchi

稲敷市上馬渡 504-2
tel.090-2140-7000H1300×W800

指定医療機関名 電話番号 種目
牛久愛和総合病院　総合健診センター（牛久市） 029-873-4334 人間・脳ドック
つくばセントラル病院　健診センター（牛久市） 029-872-1771 人間・脳ドック
鳥越クリニック（牛久市） 029-874-8823 人間・脳ドック
筑波メディカルセンター つくば総合健診センター（つくば市） 029-856-3500 人間・脳ドック
筑波胃腸病院（つくば市） 029-874-3321 人間ドック
取手協同病院　健康管理センター（取手市） 0297-71-9500 人間・脳ドック
取手北相馬保健医療センター医師会病院（取手市） 0297-71-9500 人間・脳ドック
霞ヶ浦成人病研究事業団 健診センター（阿見町） 029-887-4563 人間・脳ドック
土浦協同病院　農村健康管理センター（土浦市） 029-826-3221 人間ドック
宮本病院（稲敷市幸田） 0299-79-2114 人間ドック
白十字総合病院　健診センター（神栖市） 0299-93-1779 人間・脳ドック
龍ケ崎済生会病院（龍ヶ崎市） 0297-63-7111 人間・脳ドック
秋本脳神経外科（龍ヶ崎市） 0297-64-3311 脳ドック
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トピックス

行
政
区
と
市
の
パ
イ
プ
役

　
平
成
21
年
度
の
行
政
区
長

区
長
さ
ん
の
主
な
活
動
内
容
は
、

市
か
ら
の
連
絡
事
項
の
周
知
伝

達
、
行
政
区
内
の
課
題
や
問
題

点
の
把
握
と
、
そ
の
こ
と
を
市

へ
要
望
、
意
見
と
し
て
伝
え
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。ま
た
、

地
域
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

推
進
を
図
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
自
治
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

自
治（
行
政
区
）活
動
の
趣
旨
を

ご
理
解
い
た
だ
き
、自
治
会（
行

政
区
）
へ
の
加
入
も
忘
れ
ず
に

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
平
成
21
年
度
の
区
長
さ
ん
は

次
の
方
た
ち
で
す
。（
敬
称
略
）

■
江
戸
崎
地
区

▽
門
前
第
１
：
宮
﨑
哲
司　
▽

門
前
第
２
：
中
川
洋
一　
▽
江

戸
崎
田
宿
：
大
久
保
均　
▽
新

山
：
渡
邉
正
博　
▽
戸
張
：
廣

澤
洋
一　
▽
浜
新
宿
：
髙
田
賢
一

▽
本
宿
荒
宿
：
中
島
滉　
▽
大

宿
：
笹
本
俊
彦　

▽
天
王
：
川

尻
光
義　
▽
根
宿
切
通
：
水
飼

稔　
▽
西
町
：
金
原
文
雄　
▽

犬
塚
本
郷
：
西
山
孝
文　
▽
荒

野
：
横
田
悌
次　
▽
稲
波
：
荒

井
裕
司　
▽
小
角
：
山
口
久　

▽
上
君
山
：
山
口
勝　
▽
下
君

山
：
沼
尻
務　
▽
松
山
：
林
正

一　
▽
羽
賀
：
野
村
定
良　
▽

村
田
：
来
栖
恒
夫　
▽
沼
田
第

１
：
篠
崎
邦
男　

▽
沼
田
第

２
：
吉
田
尚
三　
▽
沼
田
台
：

松
元
正
八
郎　
▽
小
羽
賀
：
酒

井
義
雄　
▽
時
崎
：
木
野
内
清

▽
下
蒲
ケ
山
：
海
老
原
正　
▽

上
蒲
ケ
山
：
後
藤
秀
男　
▽
月

出
里
：
田
中
昭
一　
▽
花
指
：

法
理
弘　
▽
佐
倉
：
平
田
次
男

▽
鳩
崎
本
郷
：
清
山
幸
雄　
▽

野
原
：
大
野
茂
夫　
▽
信
太
古

渡
：
宮
本
伸
一　
▽
岡
：
岡
沢

成
美　
▽
須
賀
：
黒
田
亨　
▽

椎
塚
：
中
内
俊
夫　
▽
駒
塚
：

岡
野
廣　
▽
桑
山
：
内
田
武　

▽
南
ケ
丘
：
武
内
新
一

■
新
利
根
地
区

▽
寄
居
：
濱
田
昭
一　

▽
寺

地
：
椎
木
節
夫　
▽
新
利
根
新

宿
：
北
川
三
郎　
▽
九
軒
：
小

嶋
諒　
▽
戌
渡
：
風
見
吉
輝　

▽
伊
崎
太
田
新
田
：
細
谷
喜
一

▽
角
崎
狸
穴
：
坪
井
治　
▽
中

山
：
宮
本
政
一　
▽
曽
根
：
小

菅
邦
雄　
▽
伊
佐
津
：
川
上
三

好　
▽
太
田
上
：
坂
本
忠
雄　

▽
太
田
下
：
秋
山
良
男　
▽
寺

内
：
岡
崎
勇　
▽
小
野
：
手
島

泰　
▽
堀
川
：
堀
田
忠
男　
▽

桑
山
新
田
：
中
山
和
昭　
▽
根

本
１
区
：
伊
藤
勝
康　
▽
根
本

２
区
：
佐
藤
益
可　
▽
根
本
３

区
：
鴻
巣
金
雄　

▽
根
本
４

区
：
油
原
一
夫　

▽
根
本
５

区
：
沼
﨑
幹
夫　

▽
根
本
６

区
：
池
田
好
三

■
桜
川
地
区

▽
浮
島
東
：
前
山
健　
▽
浮
島

中
央
：
久
松
博　
▽
浮
島
西
：

髙
須
力　
▽
須
賀
津
：
松
葉
俊

雄　
▽
甘
田
：
宮
本
寿　
▽
四

箇
：
和
田
厚
一　
▽
阿
波
：
富

澤
富
生　
▽
神
宮
寺
：
野
口
十

藏　
▽
柏
木
：
浅
野
幸
一　
▽

羽
生
：
佐
藤
和
夫　

▽
堀
之

内
：
小
川
芳
雄　

▽
桜
川
田

宿
：
永
長
潔　
▽
桜
川
本
宿
：

村
山
滋
美　
▽
古
渡
岡
：
鈴
木

重
義　
▽
飯
出
：
青
木
充
弘　

▽
三
次
：
糸
賀
正
矩　

▽
馬

渡
：
高
須
登

■
東
地
区

▽
東
１
区
：
根
本
幸
宜　
▽
東

２
区
：
吉
田
知
之　

▽
東
３

区
：
風
間
勝
正　
▽
東
４
区
：

加
納
昭　
▽
東
５
区
：
坂
本
富

男　
▽
東
６
区
：
鐙
田
裕
一　

▽
東
７
区
：
瀧
野
清
藏　
▽
東

８
区
：
青
木
志
博　

▽
東
９

区
：
坂
本
一
雄　
▽
東
区
10
：

鳥
羽
貞
光　
▽
東
11
区
：
黒
田

武　
▽
東
12
区
：
黒
田
章
廣　

▽
東
13
区
：
齊
藤
公
雄　
▽
東

14
区
：
安
彦
文
二
郎　
▽
東
15

区
：
飯
塚
恒
雄　
▽
東
16
区
：

鈴
木
利
行　
▽
東
17
区
：
小
泉

光
義　
▽
東
18
区
：
飯
塚
明
夫

▽
東
19
区
：
大
谷
光
一　
▽
東

20
区
：
小
林
孝　
▽
東
21
区
：

小
池
与
之
祐

●
稲
敷
市
総
務
課
庶
務
係
（
江

戸
崎
庁
舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９

２
︲
２
０
０
０（
内
線
２
２
０
９
）

公
開
講
演
会
を
開
催

　
女
性
等
に
対
す
る
暴
力
防
止
支
援
事
業

茨
城
県
女
性
プ
ラ
ザ
〈
レ
イ
ク

エ
コ
ー
〉
で
は
、
左
記
の
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
左
記
以
外
の
講
演
会

も
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
レ
イ
ク
エ
コ
ー
ま
で
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
：
６
月
７
日（
日
）　
午

後
１
時
〜
２
時
30
分　

▽
場

所
：
レ
イ
ク
エ
コ
ー
（
行
方
市

宇
崎
１
３
８
９
）　

▽
演
題
：

「
女
の
目
線
、
男
の
目
線
」　
▽

講
師
：
辛し
ん　
淑す

玉ご
（
人
材
育
成
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
）　
▽
定
員
：
３

０
８
人　
▽
参
加
費
：
無
料　

▽
申
込
方
法
：
電
話
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
む

●
レ
イ
ク
エ
コ
ー　
☎
０
２
９

９
︲
７
３
︲
２
３
０
０
／
fax
０

２
９
９
︲
７
３
︲
３
９
２
５

●
稲
敷
市
秘
書
広
聴
課
女
性
行

政
係　
☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲

２
０
０
０
（
内
線
２
４
０
３
）
／

fax
０
２
９
︲
８
９
３
︲
０
３
８

８
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長
寿
（
後
期
高
齢
者
）
医
療
制
度

で
は
、
被
保
険
者
全
員
に
保
険

料
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

納
め
方
は
、
特
別
徴
収（
年
金
天

引
き
）
と
普
通
徴
収
（
納
付
書
や

口
座
振
替
）の
二
通
り
で
す
。

■
特
別
徴
収

原
則
と
し
て
、
対
象
年
金
の
年

額
が
18
万
円
以
上（
※
）の
場
合

に
は
、
年
金
か
ら
保
険
料
が
差

し
引
か
れ
ま
す
。（
年
６
回
）
た

だ
し
、
金
額
を
満
た
し
て
い
て

も
天
引
き
さ
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。　
※
徴
収
対
象
の
年

金
の
こ
と
。受
給
年
金
が
複
数

あ
る
場
合
、
合
算
額
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

天
引
き
さ
れ
な
い
主
な
例

・
介
護
保
険
料
と
合
わ
せ
た
保

険
料
額
が
、
対
象
年
金
の
年
額

の
半
分
を
超
え
る
場
合

・
年
度
途
中
で
、
75
歳
到
達
や

県
内
転
居
な
ど
、
資
格
の
取
得

や
変
更
が
あ
っ
た
場
合

・
年
金
給
付
の
状
態
が
差
止
、

支
払
保
留
、
担
保
設
定
な
ど
に

長
寿
医
療
制
度
コ
ー
ナ
ー

　
保
険
料
の
納
め
方

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１

日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ

ま
す
。納
税
通
知
書
が
届
い
た

ら
、
６
月
１
日
ま
で
に
納
税
を

お
願
い
し
ま
す
。　
※
コ
ン
ビ

ニ
納
付
も
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

■
身
体
障
害
者
の
方
（
要
件
有
）

に
は
減
免
制
度

今
年
初
め
て
減
免
制
度
を
受
け

軽
自
動
車
税
は
６
月
１
日
ま
で
に

　
コ
ン
ビ
ニ
納
付
も
で
き
ま
す

る
方
は
、
税
務
課
で
申
請
の
受

付
を
行
い
ま
す
の
で
、
障
害
者

手
帳
、
納
税
通
知
書
、
印
鑑
を

持
参
く
だ
さ
い
。昨
年
と
同
じ

車
両
で
減
免
制
度
を
受
け
る
方

は
、
各
庁
舎
総
合
窓
口
課
で
も

受
け
付
け
ま
す
。

●
稲
敷
市
税
務
課（
桜
川
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０（
内
線
４
５
１
０
）

該
当
す
る
場
合

■
普
通
徴
収

特
別
徴
収
に
な
ら
な
い
場
合
、

納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
で
納

め
て
い
た
だ
き
ま
す
。納
期
は

年
８
回
で
、
毎
年
７
月
に
納
入

通
知
書
が
送
ら
れ
る
の
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。（
年
度
途
中
に
資

格
を
取
得
し
た
場
合
は
、
取
得
翌

月
以
降
で
最
初
の
納
期
の
前
に
送

ら
れ
ま
す
）

口
座
振
替
の
注
意
点

平
成
20
年
４
月
よ
り
以
前
に
金

融
機
関
で
手
続
き
を
行
っ
た
場

合
、
制
度
開
始
前
な
の
で
口
座

振
替
は
さ
れ
ま
せ
ん
。ご
注
意

く
だ
さ
い
。

■
徴
収
方
法
を
変
更
す
る
こ
と

も
可
能

特
別
徴
収
を
中
止
し
、
口
座
振

替
で
納
め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

そ
の
場
合
、
金
融
機
関
な
ど
で

口
座
振
替
の
申
し
込
み
を
し
た

後
、
市
役
所
へ
徴
収
方
法
変
更

の
申
請
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。　
※
口
座
振
替
に
変
更
し

た
場
合
、
そ
の
社
会
保
険
料
控

除
が
振
替
を
す
る
口
座
名
義
人

に
適
用
さ
れ
、
世
帯
全
体
の
所

得
税
や
住
民
税
が
減
額
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
稲
敷
市
保
険
課
長
寿
医
療
係

（
桜
川
庁
舎
）　

☎
０
２
９
︲
８

９
２
︲
２
０
０
０（
内
線
４
６
０

０
）

公
的
機
関
を
名
乗
る
電
話
に
注
意

　
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
も
多
発

市
内
の
方
か
ら
「
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
を
名
乗
っ
た
人
か
ら
ア

ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
欲
し
い
と

い
う
電
話
が
あ
っ
た
」
と
連
絡

が
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、
最
近

は
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
や
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
を
思
わ
せ
る
名

称
の
、
不
審
な
ハ
ガ
キ
や
電
話

も
出
回
っ
て
い
ま
す
。

　
他
市
で
は
「
業
者
か
ら
代
金

　
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
突
然
の

電
話
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。斡

旋
料
な
ど
金
品
を
要
求
す
る
こ

と
も
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、

以
前
か
ら
役
所
を
騙
っ
て
の
振

り
込
め
詐
欺
な
ど
も
多
発
し
て

い
ま
す
。騙
さ
れ
な
い
よ
う
充

分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
消
費
生

活
や
借
金
問
題
に
つ
い
て
の
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。ま
た
出

前
講
座
を
行
い
、
悪
質
商
法
の

事
例
や
対
処
法
な
ど
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
相
談
日
時
：
月
、
水
、
金
曜

日
（
祝
日
を
除
く
）　
午
前
９
時

30
分
～
正
午
／
午
後
１
時
～
４

時
30
分

●
稲
敷
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
東
庁
舎
内
）　

☎
０
２
９
９
︲

７
８
︲
３
１
１
５

を
取
り
戻
し
て
あ
げ
る
」

と
言
わ
れ
、
セ
ン
タ
ー
を

詐
称
す
る
相
手
に
手
数
料

を
払
っ
て
し
ま
っ
た
と
い

う
事
例
も
あ
り
ま
す
。
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トピックス

パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
・
交
付
場
所
が
市
役
所
に

　
６
月
１
日
か
ら
江
戸
崎
庁
舎
総
合
窓
口
で

６
月
１
日（
月
）か
ら
、
稲
敷
市

に
お
住
ま
い
の
方
は
、
稲
敷
市

役
所
江
戸
崎
庁
舎
の
総
合
窓
口

課
（
パ
ス
ポ
ー
ト
窓
口
）
で
パ
ス

ポ
ー
ト
申
請
お
よ
び
受
領
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。県
内

の
各
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、

ご
利
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
６
月
１
日
の
業
務
開

始
後
お
お
む
ね
１
週
間
程
度
は
、

窓
口
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
時
間
に
余
裕
を
も

っ
て
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

■
初
め
て
パ
ス
ポ
ー
ト
を
申
請

す
る
方
の
必
要
書
類

一
般
旅
券
発
給
申
請
書
１
通
、

戸
籍
謄
（
抄
）
本
１
通
（
発
行
日

か
ら
６
ヶ
月
以
内
の
も
の
）、住
民

票
１
通
（
住
基
ネ
ッ
ト
の
利
用
に

よ
る
確
認
に
同
意
の
場
合
省
略
可
）、

写
真
１
枚
、本
人
確
認
書
類（
写

真
付
き
住
基
カ
ー
ド
・
運
転
免
許

証
な
ど
）　

※
未
成
年
の
申
請

を
代
理
で
行
う
場
合
、
本
人
確

認
書
類
は
申
請
者
本
人
の
も
の

と
代
理
の
方
の
も
の
と
両
方
必

要
に
な
り
ま
す
。

写
真
に
つ
い
て

申
請
日
の
６
ヵ
月
以
内
に
撮
影

し
た
も
の
。縁
な
し
で
サ
イ
ズ

は
縦
４
・
５
×
横
３
・
５
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
。頭
頂
部
か
ら
あ

ご
ま
で
の
顔
の
サ
イ
ズ
が
３
・

２
〜
３
・
６
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。

申
請
者
本
人
の
み
が
撮
影
さ
れ

た
も
の
。正
面
向
き
で
、無
帽
・

無
背
景
・
影
無
し
の
も
の
。　

※
庁
舎
内
で
写
真
を
撮
影
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
写
真
を
ご
用
意
し
て

く
だ
さ
い

■
パ
ス
ポ
ー
ト
の
受
け
取
り
に

つ
い
て受

け
取
り
場
所

申
請
し
た
と
こ
ろ
と
同
じ
窓
口
。

受
け
取
り
可
能
者

年
齢
に
関
係
な
く
、
申
請
者
本

人
が
受
け
取
り
に
き
て
く
だ
さ

い
。発

給
日

申
請
書
が
受
理
さ
れ
て
か
ら
、

土
日
祝
日
と
年
末
年
始（
12
月
29

日
〜
１
月
３
日
）
を
除
い
て
８
日

目
以
降
の
お
渡
し
と
な
り
ま
す
。

受
け
取
り
に
必
要
な
書
類

旅
券
引
換
書
（
申
請
の
時
に
窓
口

で
お
渡
し
す
る
も
の
）、
収
入
印

紙
お
よ
び
茨
城
県
収
入
証
紙

（
指
定
さ
れ
た
金
額
分
を
旅
券
引
換

書
の
所
定
の
欄
に
貼
っ
て
く
だ
さ

い
）　

※
収
入
印
紙
お
よ
び
茨

城
県
収
入
証
紙
は
、
６
月
１
日

か
ら
江
戸
崎
庁
舎
会
計
課
で
販

売
い
た
し
ま
す
。

●
稲
敷
市
市
民
課（
桜
川
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０（
内
線
４
２
０
１
）

●
江
戸
崎
総
合
窓
口
課
（
江
戸

崎
庁
舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９

２
︲
２
０
０
０
（
内
線
２
９
５

０
・
２
９
５
１
）

住
民
基
本
台
帳
閲
覧
状
況
の
公
表

　
閲
覧
年
月
日
、閲
覧
者
、閲
覧
目
的
な
ど

住
民
基
本
台
帳
法
は
平

成
18
年
11
月
１
日
に
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

　

閲
覧
で
き
る
の
は
、

国
ま
た
は
地
方
公
共
団

体
が
法
令
で
定
め
る
事

務
に
必
要
な
場
合
、
統

計
調
査
・
世
論
調
査
・

学
術
研
究
そ
の
他
の
調

査
研
究
の
う
ち
公
共
性

が
高
い
と
認
め
ら
れ
る

場
合
に
限
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

閲
覧
者
の
氏
名
な
ど
を

公
表
す
る
こ
と
（
住
民

基
本
台
帳
法
第
11
条
３
項

及
び
第
11
条
の
２
第
12

項
）
が
定
め
ら
れ
ま
し

た
の
で
、
下
記
に
掲
載

し
ま
す
。

●
稲
敷
市
市
民
課
（
桜

川
庁
舎
）　

☎
０
２
９

︲
８
９
２
︲
２
０
０
０

（
内
線
４
２
０
３
）

閲覧年月日 委託者 閲覧者（受託者） 閲覧目的の概要 閲覧した住民の範囲
1平成20年
6月5日 日本銀行 株式会社

日経リサーチ
生活意識に関するアン
ケート調査

蒲ケ山地区　昭和63年8
月14日以前に生まれた人

2平成20年
8月7日

NHK 放送文化研
究所

株式会社　日本
リサーチセンター

テレビと気分生活時間
調査

江戸崎地区
20歳以上の男女

3平成20年
8月18日

NHK 放送文化研
究所

社団法人
中央調査社

デジタル放送に関する
調査

江戸崎地区
16歳以上の男女

4平成20年
9月4日

内閣府大臣官房
政府広報室

社団法人
新情報センター

食料農業農村の役割に
関する世論調査 柴崎地区

5平成21年
1月16日

日本たばこ産業
株式会社

株式会社
ビデオリサーチ

全国たばこ喫煙者率調
査

浮島地区　大正8年～平
成元年生まれの男女

6平成21年
1月21日

NHK 放送文化研
究所

社団法人
中央調査社 健康に関する調査 上根本地区

16歳以上の男女
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労
働
力
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
幸
田
地
区
の
一
部

総
務
省
統
計
局
で
は
、
５
月
〜

９
月
に
幸
田
地
区
の
一
部
で

「
労
働
力
調
査
」
を
行
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
就
業
状
況
を
調

べ
経
済
対
策
や
失
業
対
策
な
ど

に
活
か
す
た
め
の
調
査
で
す
。

　
調
査
の
内
容
を
他
に
漏
ら
す

こ
と
は
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま

す
。調
査
員
が
各
世
帯
に
お
伺

い
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▽
調
査
開
始
月
：
５
月　
▽
調

査
地
域
：
稲
敷
市
幸
田
地
区
の

一
部

●
県
企
画
部
統
計
課
人
口
労
働

担
当　
☎
０
２
９
︲
３
０
１
︲

２
６
４
９

高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

　
各
種
ご
利
用
く
だ
さ
い

稲
敷
市
で
は
、
介
護
保
険
で
の

サ
ー
ビ
ス
の
他
に
次
の
よ
う
な

高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ

て
い
ま
す
。詳
し
く
は
下
記
へ

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
高
齢
者
と
は
65
歳
以
上

▽
申
請
場
所
：
新
利
根
庁
舎
高

齢
福
祉
課
窓
口
ま
た
は
各
庁
舎

総
合
窓
口
課
で
申
請

■
配
食
サ
ー
ビ
ス（
有
料
）

在
宅
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

で
、
食
事
の
調
理
が
困
難
な
方

へ
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
を

配
達
し
、安
否
確
認
を
行
う
。

■
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム（
無
料
）

在
宅
の
虚
弱
な
ひ
と
り
暮
ら
し

高
齢
者
・
高
齢
者
世
帯
の
自
宅

へ
、
緊
急
時
に
通
報
で
き
る
機

器
を
設
置
し
、
消
防
本
部
に
通

報
し
、速
や
か
に
救
助
を
行
う
。

■
愛
の
定
期
便（
無
料
）

在
宅
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

で
、
週
1
回
、
ヤ
ク
ル
ト
を
配

達
し
、安
否
確
認
を
行
う
。

■
紙
お
む
つ
支
給
事
業（
無
料
）

要
介
護
３
以
上
の
在
宅
高
齢
者
、

要
介
護
２
で
排
泄
が
全
介
助
の

在
宅
高
齢
者
に
対
し
て
、２
か
月

に
１
回
紙
お
む
つ
を
支
給
す
る
。

■
徘
徊
高
齢
者
家
族
支
援
サ
ー

ビ
ス（
有
料
）

徘
徊
の
見
ら
れ
る
認
知
症
高
齢

者
に
位
置
情
報
端
末
を
貸
与
し
、

徘
徊
高
齢
者
の
介
護
者
を
支
援

す
る
。

■
シ
ル
バ
ー
カ
ー
購
入
費
補
助

歩
行
に
支
障
を
き
た
す
高
齢

者
・
身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者

で
、
シ
ル
バ
ー
カ
ー
の
購
入
者

に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
す
る
。

※
過
去
５
年
間
に
補
助
を
受
け

て
い
る
方
を
除
く

■
給
食
サ
ー
ビ
ス（
無
料
）

70
歳
以
上
の
在
宅
の
ひ
と
り
暮

ら
し
高
齢
者
で
、
月
１
回
お
弁

当
を
配
付
し
、
安
否
確
認
を
行

う
。

■
家
族
介
護
慰
労
金

要
介
護
４
・
５
の
４
か
月
以
上

寝
た
き
り
の
高
齢
者
を
、
在
宅

で
常
時
介
護
す
る
方
へ
介
護
慰

労
金
を
支
給
す
る
。　
※
介
護

子
育
て
支
援

　
子
ど
も
た
ち
に
夢
と
希
望
を

■
児
童
福
祉
週
間

子
ど
も
や
家
庭
、
子
ど
も
の
健

や
か
な
成
長
に
つ
い
て
国
民
全

体
で
考
え
る
こ
と
を
目
的
に
、

毎
年
５
月
５
日
の
「
こ
ど
も
の

日
」
か
ら
１
週
間
を
「
児
童
福

祉
週
間
」と
定
め
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
達
が
健
や
か
に
育
つ

こ
と
。こ
れ
は
社
会
の
宝
で
あ

る
子
ど
も
達
に
対
す
る
国
民
全

体
の
願
い
で
す
。す
べ
て
の
子

る
よ
う
な
環
境
、
社
会
を
作
っ

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

■
家
庭
優
待
制
度

県
で
は
、
社
会
全
体
で
子
育
て

家
庭
を
応
援
す
る
「
い
ば
ら
き

子
育
て
家
庭
優
待
制
度
」
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。「
い
ば
ら
き

KidsClub

」カ
ー
ド
を
協
賛
店

舗
な
ど
で
提
示
す
る
と
、
料
金

割
引
や
粗
品
進
呈
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。協
賛

店
は
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。妊
娠
中
の

方
や
在
宅
の
お
子
さ
ん
の
い
る

ご
家
庭
の
方
は
、
カ
ー
ド
を
各

総
合
窓
口
課
（
新
利
根
庁
舎
は
児

童
福
祉
課
）
で
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

▽
対
象
：
子
育
て
家
庭
（
18
歳

未
満
）、妊
娠
中
の
方

●
茨
城
県
保
健
福
祉
部
子
ど
も

家
庭
課　
☎
０
２
９
︲
３
０
１

︲
３
２
６
１

●
稲
敷
市
児
童
福
祉
課
（
新
利

根
庁
舎
）　

☎
０
２
９
７
︲
８

７
︲
３
２
４
７

サ
ー
ビ
ス
（
一
部
除
く
）
を
利
用

し
て
い
る
方
、
長
期
入
院
中
の

方
は
除
く

●
稲
敷
市
高
齢
福
祉
課
高
齢
福

祉
係
（
新
利
根
庁
舎
）　
☎
０
２

９
︲
８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内

線
３
２
５
５
・
３
２
５
６
）

ど
も
が
家
庭
や
地
域
に
お

い
て
、
豊
か
な
愛
情
に
包

ま
れ
な
が
ら
、
夢
と
希
望

を
持
っ
て
、
未
来
の
担
い

手
と
し
て
個
性
豊
か
に
、

た
く
ま
し
く
育
っ
て
い
け
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トピックス

年
金
コ
ー
ナ
ー

　
退
職（
失
業
）に
よ
る
特
例
免
除
制
度

厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
た
方

が
退
職（
失
業
）さ
れ
る
と
、
市

町
村
役
場
で
国
民
年
金
の
第
一

号
被
保
険
者
に
な
る
た
め
の
手

続
き
を
行
い
、
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。平
成
21

年
度
の
保
険
料
は
、月
額
１
４

６
６
０
円
で
す
。

　
た
だ
し
、
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
経
済
的
に
困
難
な
方
に

は
、
申
請
に
よ
っ
て
保
険
料
が

免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。

■
退
職（
失
業
）時
の
特
例
免
除

制
度

免
除
申
請
す
る
年
度
ま
た
は
そ

の
前
年
度
に
退
職（
失
業
）し
た

方
は
、
特
例
免
除
制
度
を
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。こ
の

特
例
免
除
で
は
、
通
常
は
審
査

の
対
象
と
な
る
ご
本
人
の
所
得

の
状
況
を
除
外
し
て
審
査
が
行

わ
れ
ま
す
。た
だ
し
、
配
偶
者
、

世
帯
主
に
一
定
の
所
得
が
あ
る

と
き
は
免
除
が
認
め
ら
れ
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
配
偶
者
、
世
帯
主
が

退
職
さ
れ
た
場
合
も
こ
の
特
例

制
度
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
手
続
き

特
例
免
除
の
申
請
に
は
、
住
民

票
の
あ
る
市
町
村
役
場
へ
「
国

民
年
金
保
険
料
免
除
申
請
書
」

を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

▽
必
要
書
類
：
年
金
手
帳
ま
た

は
納
付
書
な
ど
基
礎
年
金
番
号

が
わ
か
る
も
の
、
認
印
、
失
業

し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る

公
的
機
関
の
証
明
書
の
写
し

（
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
、
離
職

票
な
ど
）

■
追
納
に
つ
い
て

免
除
さ
れ
た
期
間
に
つ
い
て

は
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
保
険

料
を
納
め
る
「
追
納
制
度
」
を

利
用
出
来
ま
す
。

●
土
浦
社
会
保
険
事
務
所　
☎

０
２
９
︲
８
２
４
︲
７
１
２
１

●
稲
敷
市
保
険
課
年
金
係
（
桜

川
庁
舎
）　
☎
０
２
９
︲
８
９
２

︲
２
０
０
０（
内
線
４
６
０
９
）

国
民
生
活
基
礎
調
査

　
本
新
地
区
お
よ
び
市
崎
地
区
の
一
部

厚
生
労
働
省
で
は
５
月
～
７
月

に
平
成
21
年
国
民
生
活
基
礎
調

査
を
全
国
一
斉
に
行
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、保
健
、医
療
、福

祉
、
年
金
、
所
得
な
ど
の
実
態

を
調
べ
、
政
策
の
基
礎
資
料
と

す
る
も
の
で
す
。調
査
対
象
世

帯
に
調
査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
お
答
え
い
た
だ
い
た
内
容
を

他
に
漏
ら
す
こ
と
は
固
く
禁
じ

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
安
心
し

て
ご
記
入
く
だ
さ
い
。　
※
所

得
票
調
査
に
つ
い
て
は
国
で
無

作
為
抽
出
後
、
該
当
地
区
の
み

調
査
と
な
り
ま
す

▽
対
象
世
帯
：
本
新
地
区
の
一

部
お
よ
び
市
崎
地
区
の
一
部

●
土
浦
保
健
所（
世
帯
票
調
査
に

つ
い
て
）　

☎
０
２
９
︲
８
２

１
︲
５
３
４
２

●
稲
敷
市
社
会
福
祉
課
（
新
利

根
庁
舎
）（
所
得
票
調
査
に
つ
い
て
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０（
内
線
３
２
０
５
）

昭
和
24
年
６
月
１
日
人
権
擁
護

委
員
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
法
務
省
と
全
国
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、
毎
年

６
月
１
日
を
「
人
権
擁
護
委
員

の
日
」
と
定
め
、
人
権
擁
護
委

員
制
度
の
周
知
と
人
権
尊
重
思

想
の
普
及
高
揚
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
地
域
住
民

の
人
権
が
侵
害
さ
れ
な
い
よ
う

に
常
に
注
意
を
払
い
ま
す
。も

し
、
人
権
が
侵
害
さ
れ
た
と
き

人
権
擁
護
委
員
を
知
っ
て
ま
す
か

　
６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日

は
、
そ
の
相
談
を
受
け
、
被
害

者
救
済
の
た
め
に
速
や
か
に
適

切
な
処
理
を
行
い
ま
す
。ま
た
、

人
権
の
大
切
さ
に
つ
い
て
、
街

頭
啓
発
や
講
演
会
を
通
じ
て
、

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
の

活
動
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

　
人
権
問
題
な
ど
で
お
困
り
の

方
は
、
人
権
擁
護
委
員
に
相
談

を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
人
権
擁
護
委
員（
敬
称
略
）

南
井
純
雄　

☎
０
２
９
︲

８
９
２
︲
２
６
４
０

林
崎
美
代
子　

☎
０
２
９

︲
８
９
２
︲
６
２
５
１

墳
﨑
昇　

☎
０
２
９
︲
８

９
２
︲
１
７
２
８

黒
田
輝
子　

☎
０
２
９
７

︲
８
７
︲
３
９
７
８

幸
田
勝
夫　

☎
０
２
９
７

︲
８
７
︲
２
０
４
２

石
田
馨　

☎
０
２
９
９
︲

７
９
︲
２
６
４
９

坂
本
雅
夫　

☎
０
２
９
９

︲
７
８
︲
２
５
６
９

遠
藤
政
男　

☎
０
２
９
︲

８
９
４
︲
３
２
１
１

●
稲
敷
市
人
権
推
進
室
（
新
利

根
庁
舎
）　

☎
０
２
９
７
︲
８

７
︲
３
２
３
６
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親
を
深
め
る
場
と
し
て
、
成
田

空
港
を
ご
利
用
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

▽
申
込
場
所
：
Ｎ
Ａ
Ａ
ビ
ル
、

北
・
南
・
茨
城
相
談
セ
ン
タ
ー

▽
申
込
方
法
：
証
明
写
真
１
枚

（
45
ミ
リ
×
35
ミ
リ
）、
現
住
所
が

確
認
で
き
る
運
転
免
許
証
な
ど

を
持
参
し
、
申
込
場
所
に
あ
る

申
請
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入

▽
サ
ー
ビ
ス
特
典
：
空
港
内
店

舗
の
割
引
や
記
念
品
サ
ー
ビ
ス
、

駐
車
場
料
金
の
割
引
サ
ー
ビ
ス
、

航
空
科
学
博
物
館
入
館
料
の
割

引
な
ど

●
成
田
国
際
空
港
株
式
会
社

（
Ｎ
Ａ
Ａ
）
地
域
共
生
部
共
生
業

務
グ
ル
ー
プ　
宮
本
、
和
田
☎

０
４
７
６
︲
３
４
︲
５
８
５
８

身
体
障
害
者
の
方
の

駐
車
禁
止
除
外
規
定

県
道
路
交
通
法
施
行
細
則
の
一

部
改
正
に
よ
り
、
駐
車
禁
止
除

外
規
定
が
見
直
さ
れ
、
身
体
障

害
者
の
方
に
関
し
て
は
標
章
交

付
対
象
の
等
級
な
ど
が
変
更
に

な
り
ま
し
た
。詳
細
は
左
記
ま

で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
改
正
点
：
下
肢
不
自
由
＝
１

聖
苑
香
澄
か
ら
の

お
知
ら
せ

式
場
ご
利
用
の
際
に
仮
眠
通
夜

で
宿
泊
さ
れ
る
方
の
利
便
性
お

よ
び
、
快
適
に
ご
利
用
い
た
だ

く
た
め
に
浴
室
を
設
置
し
ま
し

た
。

　
ご
利
用
は
、
仮
眠
通
夜
で
宿

泊
さ
れ
る
方
に
限
り
ま
す
。ま

た
、
洗
面
道
具
類
は
各
自
で
用

意
し
て
い
た
だ
く
か
、
売
店
で

購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
浴
室
の
利
用
時
間
：
午
後
７

時
〜
11
時
／
午
前
６
時
〜
９
時

●
聖
苑
香
澄
☎
０
２
９
︲
８
９

４
︲
４
５
１
０

養
護
老
人
ホ
ー
ム

松
風
園
臨
時
職
員
募
集

稲
敷
地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務

組
合
立
養
護
老
人
ホ
ー
ム
松
風

園
で
は
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま

す
。

▽
職
種
：
臨
時
看
護
師　
▽
応

募
資
格
：
正
・
准
看
護
師
免
許

を
有
す
る
者　
▽
募
集
人
員
：

１
人　
▽
勤
務
内
容
：
老
人
ホ

ー
ム
生
活
者
の
健
康
管
理
に
関

す
る
業
務　
▽
勤
務
場
所
：
養

護
老
人
ホ
ー
ム
松
風
園
（
稲
敷

市
浮
島
５
０
２
０
︲
１
）　

▽
雇

用
期
間
：
８
月
１
日
〜
平
成
22

年
３
月
31
日　
▽
勤
務
時
間
：

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

15
分　
▽
賃
金
な
ど
：
組
合
臨

時
職
員
の
勤
務
条
件
に
関
す
る

要
綱
に
基
づ
く　

▽
申
込
方

法
：
６
月
１
日
ま
で
に
養
護
老

人
ホ
ー
ム
松
風
園
に
必
要
書
類

を
持
参　
▽
必
要
書
類
：
履
歴

書（
所
定
様
式
）、
免
許
資
格
証
、

健
康
診
断
書
（
３
ヶ
月
以
内
写

し
）

●
養
護
老
人
ホ
ー
ム
松
風
園
☎

０
２
９
︲
８
９
４
︲
６
７
２
３

成
田
空
港
パ
ス
ポ
ー
ト

シ
ニ
ア
向
け

空
港
周
辺
地
域
に
お
住
ま
い
の

60
歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し
て
、

シ
ニ
ア
向
け
成
田
空
港
パ
ス
ポ

ー
ト「
Ｎ
・
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｓ
」（
エ
ヌ
・

パ
ス
）を
作
成
し
ま
し
た
。こ
の

「
Ｎ
・
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｓ
」に
は
各
種
サ

ー
ビ
ス
特
典
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
「
Ｎ
・
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｓ
」を
ご
持
参

い
た
だ
き
、
お
孫
さ
ん
や
ご
家

族
の
皆
さ
ま
の
団
ら
ん
の
場
と

し
て
、
ま
た
、
ご
友
人
と
の
懇

級
か
ら
４
級
ま
で
／
移
動
機
能

障
害
＝
１
級
か
ら
４
級
ま
で

●
稲
敷
警
察
署
交
通
課
規
制
係

☎
０
２
９
︲
８
９
３
︲
０
１
１

０
教
育
相
談

盲
学
校
、聾
学
校

県
立
盲
学
校
、
聾
学
校
で
は
、

見
え
方
や
き
こ
え
に
障
害
の
あ

る
お
子
さ
ん
や
関
係
者
に
対
し
、

教
育
相
談
な
ど
必
要
な
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。ま
ず
は
、
お

気
軽
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
見
え
方
の
障
害
に
関
す
る
こ

と
＝
県
立
盲
学
校
☎
０
２
９
︲

２
２
１
︲
３
３
８
８
／
fax
０
２

９
︲
２
２
５
︲
４
３
２
８

●
き
こ
え
の
障
害
に
関
す
る
こ

と
＝
県
立
水
戸
聾
学
校
☎
０
２

９
︲
２
４
１
︲
１
０
１
８
／
fax
０

２
９
︲
２
４
１
︲
８
１
４
８
、
県

立
霞
ヶ
浦
聾
学
校
☎
０
２
９
︲

８
８
９
︲
１
５
５
５
／
fax
０
２

９
︲
８
８
９
︲
２
４
１
３

「
天
章
堂
講
座
」

受
講
生
募
集

県
南
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
は

平
成
21
年
度
天
章
堂
講
座
「
日

本
刀
の
美
を
学
ぶ
～
日
本
刀
鑑

賞　
初
学
講
座
～
」
の
受
講
生

を
募
集
し
ま
す
。

▽
日
時
：
６
月
３
日
、
10
日
、

24
日
、
７
月
１
日
、
８
日（
各
水

曜
日
）　

午
後
２
時
～
４
時　

▽
講
師
：
中
澤
達
也
（
土
浦
市

立
博
物
館
学
芸
担
当
係
長
）　

▽

定
員
：
30
人
（
定
員
を
超
え
た
場

合
は
抽
選
）　
▽
受
講
料
：
３
０

０
０
円　
▽
募
集
期
間
：
４
月

14
日（
火
）
～
５
月
22
日（
金
）

▽
申
込
方
法
：
往
復
ハ
ガ
キ
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
い
ず
れ
か　
※
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
の
申
し
込
み
の
場
合
は
、

送
信
の
際
必
ず
電
話
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い

●
県
南
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
☎

０
２
９
︲
８
２
６
︲
１
７
２
２

／
fax
０
２
９
︲
８
２
６
︲
１
７

２
８
／
HPhttp://w

w
w
.ken

nan.gakusyu.ibk.ed.jp/

詐
欺
に
ご
用
心

偽
調
査
員

県
内
で
、
関
東
電
気
保
安
協
会

の
調
査
員
を
装
い
、
電
気
工
事

代
金
の
名
目
で
現
金
を
だ
ま
し

取
ろ
う
と
し
た
詐
欺
未
遂
事
件
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人
コ
ー
ス
＝
県
内
に
お
住
ま
い

の
世
帯　
▽
募
集
期
間
：
６
月

10
日
ま
で　
▽
申
込
方
法
：
県

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
環
境
い
ば

ら
き
」
に
ア
ク
セ
ス
。ま
た
は
、

チ
ラ
シ
の
参
加
申
込
票
か
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
の
申
込
票
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
郵
送

●
大
好
き
い
ば
ら
き
県
民
会
議

事
務
局
☎
０
２
９
︲
２
２
４
︲

８
１
２
０
／
fax
０
２
９
︲
２
３

３
︲
０
０
３
０
／
〒
３
１
０
︲

０
０
１
１
水
戸
市
三
の
丸
１
︲

５
︲
３
８
茨
城
県
三
の
丸
庁
舎

募
集
し
ま
す

酒
類
販
売
管
理
協
力
員

関
東
信
越
国
税
局
で
は
、
酒
類

小
売
販
売
場
（
ス
ー
パ
ー
、
コ
ン

ビ
ニ
、
小
売
酒
販
店
な
ど
）
で
未

成
年
者
飲
酒
防
止
に
関
す
る
表

示
や
店
頭
価
格
の
状
況
を
確
認

し
、
税
務
署
に
連
絡
し
て
い
た

だ
く「
酒
類
販
売
管
理
協
力
員
」

を
募
集
し
て
い
ま
す
。詳
細
は

左
記
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

●
水
戸
税
務
署
酒
類
指
導
官
☎

０
２
９
︲
２
３
１
︲
４
２
１
１

／
HPhttp://w

w
w.nta.go.jp

が
発
生
し
ま
し
た
。

　
一
般
家
庭
へ
の
電
気
安
全
調

査
は
基
本
的
に
４
年
に
１
回
で
、

事
前
に
調
査
日
を
お
知
ら
せ
し

て
か
ら
訪
問
し
て
い
ま
す
。調

査
員
は
制
服
と
腕
章
を
着
用
し
、

写
真
入
り
の
証
を
携
帯
し
て
い

ま
す
の
で
、
訪
問
し
た
際
は
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
関
東
電
気
保
安
協
会

で
直
接
工
事
を
実
施
し
、
料
金

を
請
求
す
る
こ
と
や
物
品
販
売

は
致
し
ま
せ
ん
。不
審
の
際
は

左
記
事
業
所
へ
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●（
財
）関
東
電
気
保
安
協
会
茨

城
事
業
本
部
土
浦
事
業
所
☎
０

２
９
︲
８
２
１
︲
８
９
２
９

自
動
車
税

納
税
は
６
月
１
日
ま
で

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日

現
在
の
所
有
者（
自
動
車
検
査
証

の
登
録
名
義
人
）の
方
に
課
税
さ

れ
ま
す
。納
税
通
知
書
が
届
き

ま
し
た
ら
、
納
期
限
の
６
月
１

日（
月
）ま
で
に
お
近
く
の
金
融

機
関
、
郵
便
局
、
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
ま
た
は
県
税
事
務

所
の
窓
口
で
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。

　
ま
た
、
納
税
通
知
書
は
４
月

１
日
現
在
の
車
検
証
の
登
録
に

基
づ
き
作
成
し
て
お
り
ま
す
。

引
っ
越
し
な
ど
の
理
由
で
納
税

通
知
書
が
届
か
な
い
場
合
は
、

左
記
へ
連
絡
お
願
い
し
ま
す
。

●
茨
城
県
土
浦
県
税
事
務
所
収

税
第
二
課
☎
０
２
９
︲
８
２
２

︲
７
２
０
８

大
好
き
い
ば
ら
き

エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ

「
大
好
き
い
ば
ら
き
エ
コ
チ
ャ

レ
ン
ジ
２
０
０
９
」
は
地
球
温

暖
化
防
止
の
た
め
、
省
エ
ネ
に

取
り
組
み
、
家
庭
に
お
け
る
二

酸
化
炭
素
の
排
出
を
削
減
す
る

こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。

地
域
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

団
体
参
加
コ
ー
ス
と
各
家
庭
に

よ
る
個
人
参
加
コ
ー
ス
を
設
け
、

省
エ
ネ
に
取
り
組
み
、
優
秀
な

チ
ー
ム
や
個
人
に
は
表
彰
を
行

い
ま
す
。詳
細
は
左
記
へ
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
実
施
期
間
：
７
月
〜
８
月　

▽
参
加
対
象
：
グ
ル
ー
プ
コ
ー

ス
＝
県
内
に
お
住
ま
い
の
原
則

10
世
帯
以
上
の
グ
ル
ー
プ
／
個

霞
ヶ
浦
駐
屯
地

記
念
行
事

関
東
補
給
処
創
立
11
周
年
・
霞

ヶ
浦
駐
屯
地
開
設
56
周
年
記
念

行
事
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
：
５
月
17
日（
日
）　
▽

会
場
：
陸
上
自
衛
隊
霞
ヶ
浦
駐

屯
地（
土
浦
市
右
籾
２
４
１
０
）　

▽
内
容
：
記
念
式
典
、
屋
内
イ

ベ
ン
ト
、ヘ
リ
地
上
滑
走
な
ど

●
陸
上
自
衛
隊
霞
ヶ
浦
駐
屯
地

広
報
班
☎
０
２
９
︲
８
４
２
︲

１
２
１
１

み
や
ざ
き
ホ
ス
ピ
タ
ル

こ
こ
ろ
の
講
演
会

第
8
回
み
や
ざ
き
ホ
ス
ピ
タ
ル

こ
こ
ろ
の
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

▽
日
時
：
５
月
16
日（
土
）　
午

後
１
時
50
分
〜（
開
場
：
午
後
１

時
30
分
）　

▽
参
加
費
：
無
料

第
一
部

▽
時
間
：
午
後
１
時
50
分
〜
午

後
２
時
30
分
（
開
場
：
午
後
１
時

30
分
）　

▽
演
題
：
「
死
の
解

決
」　
▽
講
師
：
阿
部
信
幾 

師

（
群
馬
県　

浄
土
真
宗
西
福
寺
住

職
）

第
二
部

▽
時
間
：
午
後
３
時
10
分
〜
４

時
10
分（
開
場
：
午
後
２
時
50
分
）

▽
演
題
：
「
よ
く
生
き 

よ
く

笑
い 

よ
き
死
と
出
会
う
」　
▽

講
師
：
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
・
デ
ー

ケ
ン 

先
生
（
カ
ト
リ
ッ
ク
司
祭
・

上
智
大
学
名
誉
教
授
）

●
み
や
ざ
き
ホ
ス
ピ
タ
ル
☎
０

２
９
７
︲
８
７
︲
３
３
２
１

宮
本
病
院

健
康
教
室

宮
本
病
院
で
は
地
域
の
皆
さ
ま

の
健
康
管
理
の
お
手
伝
い
の
場

と
し
て
、
左
記
の
よ
う
な
健
康

教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。送

迎
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す
の
で
、

希
望
の
方
は
電
話
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

▽
テ
ー
マ
：
骨
粗
鬆
症
に
つ
い

て　

坂
田
禮
一 

先
生　

▽
日

時
：
６
月
５
日（
金
）午
後
１
時

〜
２
時
30
分　
▽
場
所
：
宮
本

病
院
新
館　
健
康
教
室　
▽
参

加
費
：
無
料

●
宮
本
病
院
地
域
連
携
室
☎
０

２
９
９
︲
７
９
︲
２
１
１
４

informationくらしと情報
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5月7日（木）	 ふれあいセンター	 弁
5月14日（木）	 江戸崎公民館	 司
5月21日（木）	 桜川庁舎	
5月28日（木）	 東分庁舎	
相談内容
各種相談の合同相談を行います。
▽時間：午後１時30分〜４時
①心配ごと相談＝日常生活の諸問題について相談に応じま
す。予約制。弁＝弁護士、司＝司法書士に相談できます　申込：
●稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711
②行政相談＝行政に関する相談を受け付けます
●稲敷市総務課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線2209）
③人権相談＝人権に関する相談に人権擁護委員などがお答え
します
●稲敷市人権推進室（新利根庁舎）tel.029-892-2000（内線
3300）

心配ごと等合同相談

教育相談
いじめ、不登校、友人関係など児童生徒に関する教育問題全
般に、市教育相談員が面接や電話でお答えします。
▽日時：月〜金曜（祝日を除く）／午前9時〜午後5時
●稲敷市教育相談室（新利根庁舎）tel.0297-87-0121
家庭児童相談
養護、虐待、非行、育成、心身障害など、乳幼児から児童に関
する相談に、家庭相談員が面接や電話でお答えします。
▽日時：月〜金曜（祝日を除く）／午前9時〜午後4時
●稲敷市家庭児童相談室（新利根庁舎）tel.0297-87-3247
家庭教育相談
臨床心理士の先生が、子育てに関する悩みや発達障害の相談
をお受けします。
▽日時：5月27日（水）午前10時〜午後4時　▽場所：各公
民館、生涯学習センター、など　▽申込：予約制
●稲敷市教育委員会生涯学習課（新利根庁舎）tel.0297-87-	
3439

教育に関する相談

市の人口（常住人口）
総人口：47,427（-80）
　　男：23,446（-20）
　　女：23,981（-60）
世帯数：14,966（-5）
※4月1日現在。かっこ内

は前月比

生活相談
隣保館の設置されていない地域の生活や人権などの問題につ
いて、専門の相談員が応じます。
▽日時：毎週水曜日、午前9時〜11時30分　▽場所：新利
根庁舎、小角地区公園管理棟
●稲敷市人権推進室（新利根庁舎）tel.029-892-2000（内線
3300）

5月の納税
▽納期限：6月1日（月）
・軽自動車税：全期

5月19日（火）　江戸崎庁舎／ 5月20日（水）　東庁舎
法律問題の相談に弁護士がお答えします。予約制。受付＝5
月11日（月）午前8時30分〜／定員＝各会場6名。
●稲敷市総務課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線2209）

法律相談
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5月3日（日）	 坂本耳鼻咽喉科医院（戸張）tel.029-892-2627
	 かない皮フ科（阿見町）tel.029-888-8188
5月4日（月）	 江戸崎眼科（佐倉）tel.029-892-0262
	 沼崎医院（美浦村）tel.029-885-2358
5月5日（火）	 鈴木クリニック（沼田）tel.029-892-3640
	 小林医院（阿見町）tel.029-889-1134
5月6日（水）	 古橋医院（西代）tel.0299-78-3770
	 おおさわ眼科（阿見町）tel.029-843-7272
5月10日（日）	 宮本病院（幸田）tel.0299-79-2114
	 宮崎こどもクリニック（阿見町）tel.029-887-3510
5月17日（日）	 和田医院（下馬渡）tel.029-894-2412
	 なるしま内科医院（阿見町）tel.029-869-4820
5月24日（日）	 坂本医院：坂本隆二（桑山）tel.029-892-2232
	 まつばらウィメンズクリニックtel.029-830-5151
5月31日（日）	 矢野整形外科医院（浜新宿）tel.029-892-2127
	 しのつか医院（阿見町）tel.029-888-2450
6月7日（日）	 竹尾医院（河内町）tel.0297-86-2436
	 印南クリニック（阿見町）tel.029-834-2222
6月14日（日）	 いなしきクリニック（蒲ケ山）tel.029-892-3372
	 かたやま耳鼻咽喉科（阿見町）tel.029-887-3349
6月21日（日）	 佐倉クリニック（門前第2）tel.029-892-7011
	 湯原病院（阿見町）tel.029-887-0310
6月28日（日）	 ゆはらクリニック（古渡）tel.029-894-2002
	 宮崎こどもクリニック（阿見町）tel.029-887-3510
▽診療時間：午前9時〜午後4時
※都合により変更になる場合があります。要確認

休日診療当番医
茨城県救急医療情報システム
医療機関の検索、休日診療当番医、小児輪番など情報が検索
できます。毎日24時間対応。
●救急医療情報コントロールセンター tel.029-241-4199
●救急医療情報システムHPhttp://www.qq.pref.ibaraki.jp/ 、
携帯http://www.qq.pref.ibaraki.jp/kt/
茨城子ども救急電話相談
子どもの急な病気の場合などに、看護師のアドバイスが受け
られます。
▽受付時間：平日＝午後6時30分〜午後10時30分
▽プッシュ回線の固定、携帯電話＝局番なしの#8000 ／非
プッシュ回線の固定・公衆電話から＝tel.029-254-9900
いなしき健康相談
医師が医療相談にお答えします。24時間毎日対応。
●フリーダイヤルtel.0120-69-3389

医療・健康

陶芸教室（予約制）	 火、木曜＝午後1時～／日曜＝午前9時～
囲碁教室	 毎週月曜午後1時〜
カラオケ愛好会	 火、土曜午後1時30分～
梅さんの落語会	 5月8日（金）午前10時30分～
太極拳教室	 5月13日（水）午後1時30分～
ゆきちゃんの音楽会	 5月15日（金）午後2時〜
手話愛好会	 5月15日（金）午後7時～
生花教室	 5月21日（木）午後1時30分～
料理教室	 5月25日（月）午前10時～
リハビリ体操教室	 5月25日（月）午後1時～
絵手紙教室	 5月27日（水）午後1時30分～
茶道教室	 5月28日（木）午前9時30分〜
●稲敷市地域交流スペース（特別養護老人ホーム「水郷荘」内）
tel.0299-79-2319

稲敷市地域交流スペース

市からのさまざま情報を、携帯電話やパソコンへ配信します。
▽PC用：市HPから
▽携帯用：http://www.city.inashiki.lg.jp/mail_service/mo
bile/　※QRコードは裏表紙

情報メール配信

informationくらしと情報
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稲敷市子育て支援センター
●あいアイ（ふれあいセンター内）tel.0297-87-7070
●つばさ（私立新利根つばさ保育園内）tel.090-2210-7355
●ひまわり（私立江戸崎保育園内）tel.090-3232-2680

子育て

あそびの広場日程
5月14日（木）	 小麦粉粘土で遊ぼう（１歳３ヶ月～２歳半）
5月19日（火）	 体操遊び（2歳半～）
5月21日（木）	 小麦粉粘土で遊ぼう（どなたでも）
5月22日（金）	 園外で遊ぼう～桜川運動公園～（どなた

でも・雨天中止）

5月27日（水）	 給食試食会（離乳食完了児・５組）
ひまわり
▽時間：午前10時〜11時30分（製作・講座）　▽要予約
5月8日（金）	 ふれあい遊び（どなたでも）
5月13日（水）	 手作りおもちゃ作り（妊婦さん～１歳３ヶ月）
5月15日（金）	 小麦粉粘土で遊ぼう（１歳３ヶ月～２歳半）
5月20日（水）	 小麦粉粘土で遊ぼう（どなたでも）
5月22日（金）	 園外で遊ぼう～桜川運動公園～（どなた

でも・雨天中止）

5月26日（火）	 リフレッシュ講座～ストラップ作り～
（どなたでも）

5月28日（木）	 給食試食会（離乳食完了児・５組）
5月29日（金）	 小麦粉粘土で遊ぼう（どなたでも）

あいアイ
▽時間：午前10時30分〜11時30分 ▽対象：0歳〜就園前
▽予約制（すくすくday は不要、午前10時〜）
5月1日（金）	 もうすぐ“こどもの日” ／あいアイ
5月7日（木）	 すくすくday ／東保健センター
5月14日（木）	 元気にあそぼう（1歳半～）／あいアイ
5月15日（金）	 元気にあそぼう／江戸崎保健センター
5月18日（月）	 ベビーマッサージ（6ヶ月まで）／あいアイ
5月19日（火）	 元気にあそぼう／桜川保健センター
5月20日（水）	 元気にあそぼう／東保健センター
5月22日（金）	 ママとあそぼう（6歳～1歳半）／あいアイ
5月25日（月）	 誕生会（5月生まれ）／あいアイ
5月27日（水）	 すくすくday ／東保健センター
つばさ
▽時間：午前10時〜11時30分（製作・講座）　▽要予約
5月7日（木）	 ふれあい遊び（どなたでも）
5月12日（火）	 手作りおもちゃ作り（妊婦さん～１歳３ヶ月）

あいアイの“ちびっこ運動会”に参加し
よう！
今年で3回目の開催となる “ちびっこ
運動会”は、ハイハイの赤ちゃんから、
お父さんやお母さんまで楽しめるプロ
グラムです。今回も、和やかな中でお
子さまの成長を喜び合える場となるこ
とでしょう。ぜひ、ご参加ください。
▽日時：6月13日（土）午前10時～正
午　▽場所：新利根体育館（ふれあいセ
ンター前）　▽対象：就園前までの子ど
もと保護者　▽人数：70組（人数にな
りしだい締め切り）　▽申込先：あいア

あいアイ

つばさ・ひまわり
～フォトフレーム作り～
ボランティアさんに押し花を提供して

頂きステキな思い出フォトフレームに
仕上がました。

～リフレッシュ講座～
今年度も、ママ達のリフレッシュ講座
を各種行う予定です。5月26日はボ
ランティアさんによるストラップ作り
を行います。

イ　▽申込期限：６月５日（金）まで

ママ達のリフレッシュ！気持ちの良い
汗をかきました。（3月12日）
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●稲敷市健康増進課（ふれあいセンター内）tel.0297-87-6111

保健センター

　　　保健行事予定表について
4月号の広報と一緒に『平成21年度稲敷市保健行事予定
表』を各戸配布いたしました。健診の内容・対象者・自己負
担・申込期間などが書かれています。ご確認ください。
　お手元にない場合は、各庁舎総合窓口課および健康増進
課にあります。

　　　東地区総合健診申込
7月5日（日）、6日（月）、7日（火）に実施する総合健診の申
込受付を5月20日と21日に行います。
　また、がん検診については対象年齢になっている方はど
なたでも受診できます。
　詳細については平成21年度稲敷市保健行事予定表をご
覧ください。
▽申込方法：健康増進課（ふれあいセンター）まで電話または

5、6月の行事予定

来所にて申込み　▽受付時間：午前8時30分〜午後5時
15分

　　　住民健康相談
日頃の健康に関する悩みや疑問に、栄養士と保健師がご相
談に応じます。お気軽にお越しください。
▽申込方法：健康増進課（ふれあいセンター）へ電話で申込み
▽日時：5月18日（月）　▽会場：東保健センター　▽受付
時間：午前10時～ 11時

3か月児健診
▽東保健センター：5月14日（木）午
後1時～ 1時20分
1歳6か月児健診
▽江戸崎保健センター：5月26日（火）
午後1時～ 1時20分　対象児＝10
月8日～ 11月13日生まれ
2歳児健診
▽ふれあいセンター：5月12日（火）
午前9時45分～ 10時　対象児＝3
月23日～ 4月14日生まれ　▽江戸
崎保健センター：5月22日（金）午後1
時～ 1時20分　対象児＝4月15日
～ 5月3日生まれ
3歳児健診
▽ふれあいセンター：5月15日（金）
午前9時45分～ 10時　対象児＝3

詳しくは3月に配布した、すくすくカ
レンダーをご覧ください。
予防接種（予約制、定員有）
■三種混合
▽東保健センター：5月18日（月）、6
月17日（水）
■ポリオ
▽桜川保健センター：5月25日（月）　
▽東保健センター：6月22日（月）
マタニティスクール
▽江戸崎保健センター：5月13日（水）
離乳食相談（予約制）　
▽東保健センター：5月18日（月）
乳幼児健診
対象の方へ個別通知いたします。

月16日～ 4月4日生まれ　▽東保健
センター：5月27日（水）午後1時～ 1
時20分　対象児＝4月5日～ 4月27
日生まれ
献血
▽江戸崎庁舎：5月18日（月）　午前9
時30分～ 11時30分　▽筑波東部工
業団地：5月18日（月）　午後1時30
分～ 4時
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生涯学習
	 ●稲敷市教育委員会生涯学習課（新利根庁舎）	 tel.0297-87-3439
	 	 fax.0297-87-5306

各種教室参加者募集
　　　バドミントン、体操、弓道、吹矢

3,000円　▽受付期間：5月1日（金）
〜5月14日（木）　▽その他：用具の貸
し出しあり

「スポーツ吹矢教室」
スポーツ吹矢は、普段運動をされてい
ない方でも手軽に楽しめるスポーツで
す。「息」で矢を飛ばす時の腹式呼吸法
には、健康増進のメリットがたくさん
あります。
▽日時：5月19日、26日、6月2日、
9日、16日、23日、30日、7月7日（毎
週火曜日）　午前10時～午前11時30
分　▽場所：江戸崎総合運動公園　サ
ブアリーナ　▽定員：20人（一般の方）
▽参加費：２,000円　▽受付期間：5
月1日（金）〜5月13日（水）

合運動公園　体育館メインアリーナ　
▽参加費：3,000円（教材費含む）　▽
定員：35人（一般の方）　▽受付期間：
５月７日（木）～ 5月18日（月）

「弓道教室（初級編）」
弓道は、無理なく体を動かせて世代を
こえた老若男女が楽しめる生涯スポー
ツです。
　また、女性には、動作や姿勢の美し
さを身につけられると人気上昇です。
　初心者の方でも気軽に参加すること
ができます。もちろん経験ある方もご
参加ください。
▽日時：5月21日（木）、23日（土）、6
月4日（木）、6日（土）、18日（木）、
20日（土）、7月2日（木）、4日（土）、
16日（木）、18日（土）、23日（木）　午
後7時30分～午後9時30分　▽場
所：江戸崎総合高等学校　弓道場　▽
定員：15人（一般の方）　▽参加費：

「バドミントン教室」
小さな子から大人まで、どなたでも気
軽に楽しめるスポーツです。ベテラン
スタッフにより、レベルにあった指導
が受けられます。
▽日時：6月4日（木）、13日（土）、20
日（土）、27日（土）、7月2日（木）、9
日（木）、18日（土）、25日（土）　午後
7時30分～ 9時30分　▽場所：江戸
崎総合運動公園　体育館メインアリー
ナ　▽参加費：2,000円　▽定員：30
人（一般の方）　▽受付期間：5月1日
（金）〜５月20日（水）

「誰でも気軽にリズム体操教室」
今まで、「運動には縁がないわ～運動
の仕方がわからないわ～何度か試みた
けど続かなかったわ～」という方、ぜ
ひ参加してみてください。身体を動か
す楽しさ・汗をかく心地よさ・そして
何と言っても全身をリフレッシュした
後の爽快さを一緒に感じてみません
か？日常生活の中で、いつでも、どこ
でも、一人でも気軽にできる運動を中
心に紹介していきます。
　この機会に素敵な運動仲間を増や
し、心も身体もリフレッシュしましょ
う！
▽日時：6月2日（火）、9日（火）、16
日（火）、23日（火）、30日（火）、7月
7日（火）、14日（火）、22日（水）　午
後7時～午後9時　▽場所：江戸崎総

「パソコンクラブ」部員募集
　　　ワードを使ってスキルアップ

日常の生活に必要な書類、年賀状な
どをパソコンで作成ができるように
ワードを使って勉強しています。ま
た、今回から昼の部も開催します。
▽例会日：毎月第２、第４水曜日　

午後1時30分～ 3時30分／午後7
時～ 9時　▽会場：あずま生涯学習
センター　パソコン室　▽会費：年
間5,000円
●清田英美　tel.0299-79-3023

各教室申込方法
生涯学習課へ電話かFAX で申し
込む。
注意
定員をこえた場合は抽選になりま
す。結果は後日通知します。
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	 ●稲敷市立図書館tel.0299-79-3111、検索：opac.city.inashiki.lg.jp
	 ●江戸崎公民館図書室tel.029-892-0305
	 ●新利根公民館図書室（改善センター内）tel.0297-87-2175
	 ●桜川公民館図書室tel.029-894-2981

図書だより

新着図書（図書館）
「望郷の道　上」
北方謙三、「望郷
の道　下」北方謙
三、「三匹のおっ
さん」有川浩、「全
盲先生、泣いて笑
っていっぱい生き
る」新井淑則
※写真左から

市立図書館休館日＝■
	 日	 月	 火	 水	 木	 金	 土
	 	 	 	 	 	 １	 ２	
	 ３	 ４	 ５	 ６	 ７	 ８	 ９	
	 10	 11	 12	 13	 14	 15	 16	
	 17	 18	 19	 20	 21	 22	 23	
	 24	 25	 26	 27	 28	 29	 30	
	 31
江戸崎図書室
毎週月曜日、5月5日（火）〜7日
（木）、26日（火）休室
新利根・桜川図書室
毎週月曜日、5月5日（水）〜7日
（木）休室
■開館（室）時間：午前9時〜午後
5時　※図書館は水曜日のみ午前
11時〜午後7時

図書カレンダー5月

ボランティアの方が、絵本を読んだり、
エプロンシアターをしてくれます。
▽日時：5月16日（土）　午後２時～３
時　▽場所：江戸崎公民館　和室２

新利根公民館図書室

おはなし会
お待ちしています。どうぞおいでくだ
さい。
▽日時：5月9日（土）　午前10時30
分～ 11時30分　▽場所：新利根公民
館　2階和室

市立図書館

おはなし会
ボランティアの方が、紙芝居や大型絵
本を読んでくれます。
▽日時：5月31日（日）　午前10時30
分〜

新着図書
「くじら組」山本一力、「砂冥宮」内田康
夫、「疑心」今野敏、「遠くの声に耳を澄
ませて」宮下奈都、「玻璃の家」松本寛
大、「甘苦上海　1」高樹のぶ子、「アン
コ椿は熱血ポンちゃん」山田詠美、「恋
文の技術」森見登美彦、「胡蝶の失くし
物」仁木英之、「恵里子へ」鹿嶋敬、「そ
れでも花は咲いていく」前田健、「My  
sweet  home」川村カオリ、ほか

江戸崎公民館図書室

おはなし会

蔵書点検のため休館（各館）
図書館、新利根公民館図書室、桜川
公民館図書室
　6月8日（月）～ 18日（木）
江戸崎公民館図書室
　6月22日（月）～ 30日（火）

貸出し点数を増やします（全館）
下記の期間は貸出し点数を増やしま
す。ぜひご利用ください。
図書館、新利根公民館図書室、桜川
公民館図書室
▽本：1人10冊まで
　5月26日（火）～ 6月7日（日）　
　6月19日（金）～ 6月21日（日）　
▽ビデオ、CD：1人6点まで
　6月2日（火）～ 6月7日（日）
　6月19日（金）～ 6月21日（日）　
江戸崎公民館図書室
▽本：1人10冊まで
　5月26日（火）～ 6月21日（日）　
▽ビデオ、CD：1人6点まで
　6月2日（火）～ 6月21日（日）
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ふ
る
さ
と
探
訪
　
第
39
回

　
佐
倉
惣
五
郎
と
稲
敷
市

　
　
　
　
　
〜
惣
五
郎
の
娘
二
人
・
稲
敷
市
に
嫁
ぐ
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
市
郷
土
資
料
調
査
委
員
・
池
田
恵
子

今
か
ら
約
三
五
〇
年
前
、
下
総

国
佐
倉
藩
（
佐
倉
市
）
は
堀ほ
っ
た田

上こ
う
ず
け
の
す
け

野
介
正ま
さ
の
ぶ信

（
当
時
二
〇
歳
）

が
治
め
て
い
ま
し
た
が
、
藩
主

は
江
戸
屋
敷
に
住
み
、
実
質
的

に
佐
倉
領
一
五
万
石
は
国
家
老

が
執
り
仕
切
っ
て
い
ま
し
た
。

家
老
は
裕
福
な
商
人
や
百
姓
か

ら
冥み
ょ
う
が
き
ん

加
金
を
徴
収
し
、
年
貢
米

を
増
税
、
さ
ら
に
天て
ん
び
ん
ぼ
う

秤
棒
税
・

鋤す
き
く
わ鍬
税
・
野
菜
税
・
味
噌
税
・

醤
油
税
と
い
っ
た
よ
う
な
不
当

な
重
税
を
課
し
、
言
語
に
絶
す

る
過
酷
な
取
立
て
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。

　

そ
の
う
え
正
保
元
年
（
一
六
四

四
）
に
は
大
飢き
き
ん饉
に
見
舞
わ
れ
、

ま
た
承
応
元
年
（
一
六
五
二
）
の

秋
に
は
、
暴
風
雨
で
農
作
物
が

根
こ
そ
ぎ
痛
め
つ
け
ら
れ
、
多

く
の
餓
死
者
が
出
て
、
農
民
は

重
税
と
不
作
に
苦
し
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　

印
旛
郡
公
津
村
（
成
田
市
）
の

名
主
を
勤
め
て
い
た
、佐
倉（
木

内
）
惣
五
郎
は
そ
れ
ま
で
、
何

度
か
百
姓
た
ち
の
一
揆
を
抑
え

て
き
ま
し
た
が
、
遂
に
堪
か
ん
に
ん
ぶ
く
ろ

忍
袋

の
緒
が
切
れ
、
近
在
の
名
主
と

共
に
江
戸
堀
田
屋
敷
に
嘆
願
書

を
差
し
出
し
ま
し
た
が
、
却
下

さ
れ
ま
し
た
。最
後
の
手
段
と

し
て
、
将
軍
へ
の
直
訴
を
決
心

し
ま
し
た
。そ
の
大
役
は
惣
五

郎
が
一
人
で
行
う
こ
と
と
な
り
、

上
野
寛
永
寺
に
参
詣
す
る
徳
川

四
代
将
軍
・
家
綱
へ
境
内
の
三

枚
橋
に
て
直
訴
を
断
行
し
、
よ

う
や
く
受
け
取
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　

こ
の
出
来
事
に
怒
っ
た
藩
主

は
、
子
孫
を
根
絶
や
し
に
す
る

と
し
て
、承
応
二
年（
一
六
五
三
）

惣
五
郎
（
当
時
四
二
歳
）
と
そ
の

子
ど
も
達
（
一
男
三
女
）
を
磔
は
り
つ
け・

死
罪
の
刑
に
処
し
ま
し
た
。本

来
女
子
は
刑
を
免
れ
る
は
ず
で

し
た
が
、
三
人
の
娘
は
男
子
の

名
に
改
名
さ
れ
処
刑
さ
れ
ま
し

た
。

　

根
絶
や
し
に
さ
れ
た
木
内
家

で
し
た
が
、
惣
五
郎
に
は
処
刑

さ
れ
た
子
ど
も
達
の
上
に
二
人

の
娘
が
あ
り
、
長
女
は
ユ
キ
、

次
女
は
ハ
ツ
と
い
い
、
二
人
と

も
こ
の
処
刑
以
前
に
、
隣
の

常ひ
た
ち
の
く
に

陸
国
に
嫁
い
で
い
た
た
め
に
、

刑
を
ま
ぬ
が
れ
ま
し
た
。

　

姉
の
ユ
キ
は
信し

だ太
郡ぐ
ん

羽
賀
村

（
稲
敷
市
羽
賀
）
名
主
、
関
川
治

郎
左
衛
門
に
嫁
い
で
い
て
当
時

一
九
歳
で
し
た
。菊
一
文
字
の

短
刀
を
持
参
し
先
祖
代
々
家
宝

と
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は

宗
吾
霊
堂
に
収
め
ら
れ
て
い
ま

す
。ま
た
、
関
川
家
で
は
宗
吾

様
を
分
祠
し
、
宗
吾
堂
を
屋
敷

に
建
立
し
、
代
々
祭
っ
て
い
ま

す
。ま
た
、
ユ
キ
よ
り
一
一
代

目
の
関
川
森
之
助
は
俳
諧
を
嗜

み
、
号
を
義
民
堂
千せ
ん
き
ゅ
う
及
と
称
し

て
い
ま
し
た
。そ
れ
は
『
佐
倉

義
民
伝
』
を
受
け
継
ぐ
一
人
で

あ
り
、
次
の
よ
う
な
句
碑
が
残

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

世
に
残
る
血
筋
や
家
の

　
　
　
　
　
　
　
　

種
ふ
く
べ

　

妹
の
ハ
ツ
は
河か
わ
ち内
郡ぐ
ん

小
野
村

（
稲
敷
市
小
野
）
横
田
藤
五
郎
に

嫁
ぎ
ま
し
た（
当
時
一
七
歳
）。寛

文
元
年
（
一
六
六
一
）
に
藤
五
郎

が
亡
く
な
っ
た
の
で
、
子
ど
も

に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
ハ
ツ
は
姻

戚
の
木
内
理
兵
ヱ
に
よ
り
、
公

津
村
に
よ
び
も
ど
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
藩
主
よ
り
木
内
家
の
再

興
を
許
さ
れ
た
た
め
、
理
兵
ヱ

の
次
男
（
利
右
衛
門
）
を
婿
に
迎

え
、
木
内
家
の
後
を
継
ぎ
現
在

の
木
内
利
左
衛
門
の
祖
と
な
り

ま
し
た
。

参
考
資
料

　
　

実
説　

佐
倉
宗
吾
伝

●
歴
史
民
俗
資
料
館　

☎
０
２

９
９
︲
７
９
︲
３
２
１
１

関
川
家
の
宗
吾
堂

関
係
略
図



23　広報稲敷平成21年5月号

ar
ts

 a
nd

 li
te

ra
tu

re
稲
敷
文
芸

俳句

短歌

花
を
み
て
空
み
て
帰
る
車
椅
子	

坂
本
美
園（
戸
張
）

裏
庭
の
あ
る
幸
せ
や
蕗
の
薹	

中
條
や
い
子（
大
宿
）

た
た
み
来
る
波
の
明
る
し
春
の
沼	

代
静（
犬
塚
）

雨
催
い
雑
木
林
の
木
の
芽
冷
え	

増
田
み
き
お（
羽
賀
）

幾
弥
生
い
と
疾と

し
父
の
歳
と
な
り	

石
井
忠（
橋
向
）

鶯
の
声
背
に
受
け
て
畑
仕
事	

山
口
須
美
子（
上
君
山
）

夜
明
け
か
と
見
れ
ば
大
き
な
丸
い
月	

岡
沢
一
歩（
羽
賀
）

雛
納
め
ひ
い
な
の
微え

み笑
も
仕
舞
ひ
け
り	

青
木
富
喜
代（
月
出
里
）

春
の
庭
蠢
き
出
し
た
る
気
配
あ
り	

宮
本
芳
子（
切
通
）

子
規
庵
の
ほ
の
ぼ
の
と
し
て
紅
椿	

岡
村
敏
子（
新
山
）

雨
つ
ぶ
を
の
せ
て
か
す
か
な
芽
ぶ
き
か
な	

福
本
き
み
え（
新
山
）

初
午
や
帰
路
に
決
ま
り
し
嘘
一
つ	

青
木
啓
泰（
本
宿
）

風
音
の
弱
ま
り
鳴
け
る
蛙
か
な	
篠
田
啓
子（
新
山
）

そ
こ
だ
け
が
明
る
き
宮
の
落
椿	
細
川
悦
子（
荒
宿
）

谷
津
山
に
夕
鶯
の
ひ
と
し
き
り	

金
野
み
ど
り（
小
角
）

耳
澄
ま
す
遠
き
初
音
で
あ
り
に
け
り	

小
林
寿
恵
王（
田
宿
）

春
一
と
日
孫
へ
届
け
る
ラ
ン
ド
セ
ル	

埜
口
信
子（
阿
波
）

ク
ロ
ッ
カ
ス
枯
れ
し
芝
生
に
一
列
に	

大
久
保
フ
ク（
古
渡
）

花
い
っ
ぱ
い
声
も
い
っ
ぱ
い
春
の
旅	

松
田
敬
子（
岡
飯
出
）

春
泥
を
落
と
し
て
曲
る
ト
ラ
ク
タ
ー	

小
貫
和
子（
浮
島
）

遠
会
釈
白
木
蓮
の
道
曲
る	

永
長
小
夜（
古
渡
）

春
蘭
を
咲
か
せ
て
心
美
し
く	

高
須
湖
城（
浮
島
）

古
希
の
春
わ
れ
に
過
ぎ
た
る
子
と
孫
と	

飯
嶋
伊
津
子（
阿
波
）

も
う
少
し
長
生
き
さ
せ
て
と
墓
碑
洗
う
夫
は
応
え
ず
春
の
陽
燦
燦	

雨
宮
美
世
志（
高
田
）

初
摘
み
の
よ
も
ぎ
の
餅
は
青
々
と
厨
に
香
り
夕
餉
待
ち
待
つ	

内
田
君
代（
沼
田
）

寒
の
夜
二
人
し
酌
め
ば
来
し
方
の
苦
渋
肴
に
共
に
ほ
ろ
よ
ふ	

坂
本
緑（
鳩
崎
）

菜
の
花
の
畠
に
続
く
湖う
み

に
潜
む
遠
き
日
の
愛
誰
に
告
ぐ
べ
き	

根
本
冨
貴
子（
田
宿
）

垣
越
し
に
庭
の
紅
梅
花
溢
る
き
よ
う
花
好
き
の
妻
が
三
回
忌	

根
本
正
直（
門
前
）

仏
前
に
小
さ
き
手
合
わ
せ
四
才
の
曽
孫
は
何
を
祈
り
い
る
の
や	

野
沢
と
よ（
羽
賀
）

新
調
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
て
い
そ
い
そ
と
夫
は
今
年
米
寿
の
祝	

松
本
静
子（
西
町
）

雨
合
羽
と
ば
さ
れ
歩
く
高
速
道
心
に
残
る
は
雨
ば
か
り
な
り	

山
本
彰
治（
高
田
）

庭
菊
に
寄
り
添
い
立
ち
て
笑
む
妻
は
少
し
童
女
の
ま
ま
に
老
い
た
り	

及
川
良
三（
佐
倉
）

ひ
た
す
ら
に
精
魂
込
め
て
馬
鈴
薯
を
植
え
行
く
背
な
に
吹
く
風
温
し	

永
長
小
夜（
古
渡
）

枯
落
葉
除
け
ば
緑
の
春
蘭
は
は
じ
ら
い
う
つ
む
く
花
芽
抱
け
り	

吉
原
き
の
ゑ（
浮
島
）

畑
に
咲
く
ゆ
え
に
根
こ
そ
ぎ
捨
て
ら
れ
ぬ
ホ
ト
ケ
ノ
ザ
又
オ
オ
イ
ヌ
の
フ
グ
リ	

川
村
と
み（
堀
川
）

遠
き
祖
の
風
化
さ
れ
た
る
石
佛
に
春
の
陽
が
光て

り
や
す
ら
に
見
ゆ
も	

篠
田
す
い（
下
太
田
）

大
雨
の
水
み
な
吸
い
て
な
お
も
大
地
は
芽
ぶ
き
の
雨
の
降
る
を
乞
い
お
り	

宮
渕
敏
江（
下
太
田
）

わ
が
顔
を
見
る
た
び
息
子「
こ
ん
ど
こ
ろ
ぶ
と
寝
た
っ
き
り
」と
云
う
脚
に
た
こ
で
き
歩
み
進
ま
ず

	

柳
町
ひ
さ（
柴
崎
）

荒
々
と
木
の
芽
草
の
芽
ゆ
り
お
こ
し
枯
野
を
わ
た
る
春
の
一
番	

吉
田
テ
ル（
伊
佐
津
）

野
に
緑
増
し
ゆ
く
道
の
散
歩
よ
し
大
手
を
振
る
も
誰
が
目
も
あ
ら
ず	

黒
田
定
子（
下
須
田
）

退
院
し
て
帰
れ
ば
庭
に
梅
の
花
匂
い
ほ
の
か
に
我
を
待
ち
お
り	

大
野
キ
ヌ（
清
久
島
）

病
室
の
窓
よ
り
仰
ぐ
北
斗
星
わ
れ
に
ま
た
た
く
明
日
を
生
き
よ
と	

柴
崎
文
子（
町
田
）

霧
深
き
朝あ
し
たの
庭
に
紅
滲
む
椿
の
落
つ
る
音
の
か
そ
け
し	

板
橋
道
子（
福
田
）

バ
ス
ツ
ア
ー
に
摘
み
放
題
の
菜
の
花
の
香
り
を
愛
で
つ
早
春
の
伊
豆
に	

諸
岡
ふ
じ
枝（
結
佐
）

足
を
病
む
我
に
代
り
て
皿
を
洗
う
夫
の
背
に
指
で「
あ
り
が
と
う
」と
書
く	

根
本
邦
子（
押
砂
）

碑い
し
ぶ
みは
五
浦
の
海
に
向
き
て
建
つ　

天
心
曰
く「
ア
ジ
ア
は
一
つ
」と	

吉
田
多
嘉
子（
伊
佐
部
）
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本校では、学校教育目標「心豊かで意
欲的なたくましい児童の育成」の実現
を目指して教育活動を充実させるとと
もに、家庭・地域と連携した取り組み
を推進しています。
　例えば、学力の向上をめざして、学
習習慣を身につけるために、「家庭で
できる学習習慣スキル」を作成し各家
庭に配付し協力をお願いしてきまし
た。その結果、家庭学習の時間がこれ
までより10分以上増え、学習習慣が

身に付きつつあります。
　また、ＰＴＡ活動では、活動の活性
化と充実のために、毎年新しい企画を
取り入れています。昨年度より、廃品
回収と講演会を実施しました。本年度
は、親子活動を学年毎に実施する計画
でおります。
　その他、11月には、恒例となった
親子で物づくりに取り組む「柴小ファ
ミリーフェスティバル」を実施する予
定です。

学び舎・いん・稲敷　no.10　柴崎小学校　生徒数：263人（4月1日現在）

家庭・地域・学校が一つになって

　今後も、家庭・地域・学校が一体と
なって子ども達の健やかな成長のため
に、創意ある教育活動を推進していき
たいと思います。

ご意見を！　市民のみ
なさんのご意見、ご提
案を今後の編集に反映
していきたいと思いま
す。秘書広聴課まで

編集後記　▽スギ花粉も終わり、チューリップも満開になり、私にとっての真の春の到来です。
夏に車検を向かえるマイカー。７年目かと思っていたら９年目でした。試しに「査定は？」とデ
ィ−ラーに訪ねると「なし」との答え。悲しい春です（i）　▽暖かい日が続いています。体調の管
理には気をつけて、楽しい春にしましょう。（栗）

▲ファミリーフェスティバルの一コマ
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